
JACO（ジェイコ）は、人材育成に対しても

信頼される教育研修機関です。

環境関係 

実務コース 

経営者・ 
管理者の方 

システム構築を 
主に目指す方 

内部環境監査員を 
主に目指す方 

経営者・管理者コース 

環境マネジメントシステム構築入門コース 

環境マネジメントシステム構築実務コース 

内部環境監査員養成コース 

環境マネジメントシステム構築発展コース 

ISO14001環境審査員 
研修コース 

・ISO14001環境審査員 
・主任内部監査員 
・システム構築責任者、推進者 
・コンサルタント 
　　　などを目指す方 

JACOJACOセミナーの体系図の体系図 JACOセミナーの体系図 
EMS Accreditaion 
TE003

企業と地球の間に──

（株）日 本 環 境 認 証 機 構
セミナー等お問い合わせ・申し込み先

＜東京・名古屋・仙台・金沢会場＞技術部 103-5572-1723 FAX.03-5572-1730
＜大　阪　会　場＞関西支社 106-6345-1731 FAX.06-6345-1730
コースの概要・空席状況はホームページで http://www.jaco.co.jp/

●［JAB認定］の環境審査員及び品質審査員研修コースをはじめ、

システム構築に必要な『環境』『品質』『労働安全衛生』と『情報セ
キュリティー』に関する各種セミナーを開催しています。
＊講師は主任審査員が豊富な審査事例に基づき実践的な研修を行います。

●環境マネジメントシステムの構築・運用に役立つさまざまな
環境関連書籍を出版しています。

●国内外の環境・品質関連情報をホームページURL. 
http://www.jaco.co.jp/により提供しています。

●「インターネットISO14001教育・訓練サービス」申し込み受付中。

表示部分拡大 

cm

従来は人間の 
目での目視法 

高感度レーザー濁度計 UV/COD計 簡易全リン測定器 透視度センサー DPD残留塩素計 

濁度計・MLSS計・UV計・塩分計・界面計・
イオン計（NH4,F-,CL-,NO2,NO3）・pH計・オゾ
ン濃度計・電磁濃度計・DO計・残留塩素
計・有効塩素濃度計・デジタル残留塩素計 

本 社：埼玉県久喜市吉羽 1-10-10  
　0480-23-1781　FAX 0480-23-2749 
URL　http://www.krkjpn.co.jp

測定範囲：0.00～ 19.99NTU 
（オプション：0.000～ 2NTU） 
カオリン濁度とフォルマジン濁度　切替測定 

TR-5000 UV-2000
究極のUV/COD計 

一台で、吸光度とCOD表示測定 
納入実績豊富 

比色法：TP-1Z 
0～ 2mg /R , 9段階 ,比色測定 

吸光光度法：TPO-3Z 
0～ 2.5mg / R , デジタル表示 

比  色  法 ：DP-7Z / DP-1Z 
吸光光度法：DP-3Z

電子透視度計　TP-2Z

液体DPD試薬 
DPD-WA

・雨が降っても風が吹いても 
　測定OK、全天候型試薬 
・1種類のDPD液体試薬で 
　遊離残留塩素を測定 

・電子の目で正確測定 
・2～100cmまで測定 
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四
月
は
新
し
い
こ
と
が
始
ま

る
季
節
。
学
校
や
職
場
で
も
人

が
入
れ
替
わ
っ
た
り
、
組
織
替

え
が
行
わ
れ
た
り
し
て
、
新
た

な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
も
多
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば

構
造
改
革
の
流
れ
を
受
け
た
国

立
大
学
も
四
月
か
ら
法
人
化
さ

れ
、
各
大
学
は
よ
り
個
性
的
に

生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
意
識
改

革
に
力
を
注
い
で
い
る
▼
環
境

関
連
も
例
外
で
は
な
い
。
長
年

慣
れ
親
し
ん
だ「
環
境
事
業
団
」

と
い
う
名
称
は
な
く
な
り
、
新

た
に
独
立
行
政
法
人
「
環
境
再

生
保
全
機
構
」
と
「
日
本
環
境

安
全
事
業
株
式
会
社
」
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
特
に
日
本
環
境

安
全
事
業
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
に

特
化
し
た
事
業
を
行
う
株
式
会

社
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
大

き
な
構
造
改
革
に
期
待
が
持
た

れ
る
▼
ま
た
日
本
下
水
道
事
業

団
も
、
昨
年
十
月
に
地
方
共
同

法
人
へ
と
移
行
し
、
お
客
様
第

一
と
自
立
的
な
経
営
の
二
本
柱

を
掲
げ
、
四
月
か
ら
新
体
制
で

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
更
に
具

体
的
な
目
標
と
し
て
掲
げ
た

「
お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
」、「
よ
り
低
コ
ス
ト
で

高
品
質
な
施
設
の
提
供
」
な
ど

の
フ
レ
ー
ズ
に
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
質
の
向
上
を
目
指
す
事

業
団
の
意
気
込
み
を
感
じ
る
▼

い
ず
れ
に
も
共
通
し
て
い
る
こ

と
は
、
自
立
、
個
性
、
活
力
、

サ
ー
ビ
ス
精
神
、
自
由
で
新
鮮

な
発
想
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
。
そ
し
て
忘
れ
て
な

ら
な
い
の
が
収
益
性
だ
ろ
う
。

い
い
仕
事
を
し
て
自
分
で
稼

ぐ
。
よ
く
考
え
る
と
、
こ
れ
ら

は
民
間
企
業
で
も
同
じ
こ
と
。

今
、
新
緑
と
と
も
に
、
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
新
た
な
息
吹
き
が

聞
こ
え
始
め
た
。

（
西
風
）

今週の紙面
◇
利
用
可
能
な
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
量
は

万
kl
と
試
算
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
面

◇
Ｃ
Ｄ
Ｍ
機
関
に
Ｊ
Ｑ
Ａ
と
Ｄ
Ｎ
Ｖ
信
任
・
３
面

◇
産
廃
の
資
格
、
随
意
契
約
問
題
で
紛
糾
・
４
面

◇
飛
島
建
設
が
焼
却
炉
解
体
事
業
を
強
化
・
５
面

Ｄ
Ｘ
Ｎ
類
環
境
調
査
特
集
　
・
・
・
・
・
６
面

廃
棄
物
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
特
集
　
・
・
・
７
面

◇
農
業
用
水
利
用
の
小
水
力
発
電
を
推
進
・
８
面

◇
総
務
省
が
02
年
度
末
汚
水
衛
生
処
理
率
・
９
面

◇
広
域
的
な
農
産
物
の
安
全
確
保
を
推
進
・
10
面

今
年
は
、
水
素
・
燃
料
電
池

の
転
換
点
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
思
わ
せ

る
ほ
ど
、
様
々
な

動
き
が
相
次
い
で

い
る
。

大
き
な
と
こ
ろ

で
は
一
月
、
坂
本

剛
二
経
済
産
業
副

大
臣
と
、
エ
イ
ブ

ラ
ハ
ム
米
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
長
官
が
、

水
素
・
燃
料
電
池

に
関
す
る
共
同
声

明
を
発
表
。
研
究

開
発
や
規
格
・
基
準
分
野
の
協

力
を
強
化
し
、
情
報
交
流
な
ど

の
協
力
取
り
決
め
の
締
結
を
目

指
す
こ
と
で
合
意
し
た
。

同
省
担
当
者
に
よ
る
と
、
Ｅ

Ｕ
と
も
実
務
レ
ベ
ル
で
の
協
力

関
係
は
着
々
と
築
か
れ
て
い
る

と
い
う
。
国
際
基
準
作
り
に
か

か
わ
る
燃
料
電
池
の
評
価
方
法

の
具
体
化
な
ど
に
つ
い
て
、
国

際
的
な
取
り
組
み
が
一
層
進
展

し
そ
う
だ
。

ま
た
、
産
業
構
造
審
議
会
と

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
合
同

会
議
も
始
ま

り
、「
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
社

会
」
が
大
き
な

テ
ー
マ
と
さ
れ

た
。
三
〇
年
を

見
据
え
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
像

を
近
く
打
ち
出

す
。
更
に
燃
料

電
池
実
用
化
戦

略
研
究
会
は
、

同
年
に
燃
料
電

池
車
一
五
〇
〇

万
台
、
定
置
用
一
二
五
〇
万
ｋ

ｗ
と
の
野
心
的
な
シ
ナ
リ
オ
案

を
打
ち
出
し
た
。「
小
泉
首
相

の
熱
心
な
後
押
し
と
、
技
術
開

発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
国
を

本
気
に
さ
せ
た
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。

「
水
素
・
燃
料
電
池
を
ベ
ー

ス
に
し
た
分
散
型
電
源
モ
デ
ル

と
し
て
、
世
界
の
先
進
事
例
に

な
る
だ
ろ
う
」
と
担
当
者
が
胸

を
張
る
の
が
、
来
年
の
愛
知
万

博
・
長
久
手
会
場
の
「
日
本
政

府
館
」
だ
。
太
陽
光
発
電
や
、

生
ご
み
メ
タ
ン
発
酵
の
燃
料
電

池
発
電
な
ど
で
、
館
内
の
使
用

電
力
を
一
〇
〇
％
ま
か
な
う
。

発
電
能
力
は
計
二
四
〇
〇
ｋ

ｗ
。
こ
う
し
た
複
数
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
最
適
に
制
御
す
る
シ

ス
テ
ム
は
世
界
初
の
試
み
だ
と

い
う
。
来
た
る
べ
き
水
素
社
会

を
見
据
え
、
大
規
模
導
入
の
実

験
場
と
す
る
狙
い
だ
。

産
業
界
で
も
、
日
産
自
動
車

が
先
月
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
本

お
こ
と
わ
り

「
あ
す
の
環

境
」
は
休
み
ま
す
。

◆
名
称
＝
河
川
環
境
展
２
０
０
４

◆
開
催
日
＝
十
一
月
二
十
三
日（
火
）

〜
二
十
六
日
（
金
）

◆
会
場
＝
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
幕
張
メ
ッ
セ
）

◆
主
催
＝
河
川
環
境
展
実
行
委
員
会

（
委
員
長
＝
玉
井
信
行
・
金
沢
大
学

教
授
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
副
委

員
長
＝
奥
田
重
俊
・
横
浜
国
立
大
学

名
誉
教
授
、委
員
＝
日
本
河
川
協
会
、

河
川
環
境
の
保
全
と
環
境
整
備
の
た
め
の
関
連
技
術
・
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
一
堂
に
展
示
す
る
「
河
川
環
境
展
２
０
０
４
」
が
十
一
月
二

十
三
日
（
火
）
か
ら
二
十
六
日
（
金
）
ま
で
の
四
日
間
、
千
葉
市
内

の
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
幕
張
メ
ッ
セ
）
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
同
展
は
、
河
川
環
境
展
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、

今
回
が
七
回
目
で
す
。
近
年
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
河
川
環
境
保
全

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
関
連
企

業
・
団
体
の
技
術
・
製
品
の
出
展
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

全
国
防
災
協
会
、
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト

整
備
セ
ン
タ
ー
、
河
川
環
境
管
理
財

団
、
日
本
生
態
系
協
会
、
日
本
グ
ラ

ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
協
会
、
日
本
ビ
オ
ト

ー
プ
協
会
、
環
境
新
聞
社
、
事
務

局
＝
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
）

◆
後
援
＝
国
土
交
通
省
、
環
境
省
、

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
総
務

省
、
水
資
源
機
構
ほ
か

◆
出
展
対
象
＝
河
川
・
流
域
管
理
技

術
／
基
礎
観
測
技
術
、
水
環
境
保
全

技
術
、
河
川
環
境
保
全
技
術
、
災
害

復
旧
（
防
災
）
技
術
、
住
民
参
加
と

環
境
教
育

◆
開
催
規
模
＝
屋
内
一
五
〇
社
・
団

体
二
〇
〇
小
間
以
上

◆
来
場
見
込
み
＝
約
三
万
人

◆
併
催
行
事
＝
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
出
展
小
間
料
（
一
小
間
当
た
り
、

税
込
み
）
＝
新
規
九
小
間
ま
で
三
三

万
六
〇
〇
〇
円
、
新
規
一
〇
小
間
以

上
三
二
万
五
五
〇
〇
円

◆
申
込
締
切
日
＝
八
月
二
十
日（
金
）

◆
申
込
先
＝
河
川
環
境
展
実
行
委
員

会
事
務
局
（
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

内
、０
３
・
５
５
５
１
・
９
５
４
５
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
５
５
６
５
・
９
５
５

０
）

河
川
環
境
展

河
川
環
境
展
２
０
０
４ 

河
川
環
境
展
２
０
０
４ 

出
展
者 

募
　
集 

申し込みは8月20日まで

11月23日（火）～26日（金）に幕張メッセで開催

日
本
が
世
界
の

日
本
が
世
界
の 

リ
ー
ダ
ー
に

リ
ー
ダ
ー
に 
日
本
が
世
界
の 

リ
ー
ダ
ー
に 

床暖房床暖房 

燃料電池燃料電池 

電気 

温水 

床暖房 

灯油 

LPG 

天然ガス 

改質器 

天然ガス 
パイプライン 

天然ガス 
パイプライン 

燃料電池自動車 
燃料電池バス 

ガスコージェネレーション 

各家庭 
相互融通 

風力発電 

バイオマス発電 

森 

畑 

まき 

大規模施設 

都市・オフィスビル 電線 

水素水素ステーション 水素ステーション 

天然ガ天然ガス 
パイプライン 
天然ガス 
パイプライン 

燃料電池 

水素エネルギー社会の想像図 

〝脱石油〟への転換期迎える 〝脱石油〟への転換期迎える 
約
一
〇
〇
年
間
続
い
た
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
が
限
界
に
達
し
、
新

し
い
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
た
り
得
る
の
が
日
本
だ
。
燃
料
電
池
を
始
め
水
素
の
製

造
・
扱
い
技
術
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
水
素
社
会
を
構
築
す
る
た

め
の
世
界
最
先
端
の
技
術
の
ベ
ー
ス
は
既
に
出
そ
ろ
っ
た
。
あ
と
は
コ

ス
ト
と
組
み
合
わ
せ
の
問
題
だ
け
で
あ
る
。
政
府
も
よ
う
や
く
水
素
社

会
を
本
格
的
に
後
押
し
す
る
体
勢
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
国
内
だ
け
で
も

一
〇
〇
兆
円
と
も
言
わ
れ
る
二
〇
二
〇
年
以
降
の
莫
大
な
市
場
を
つ
か

め
る
か
ど
う
か
、
日
本
の
「
い
ま
」
の
選
択
が
迫
ら
れ
て
い
る
。道 

へ 

の 

1

水
素
水
素 

水
素
水
素 

水
素 

社
会
社
会 

社
会
社
会 

社
会 出

そ
ろ
う
最
先
端
技
術

「
い
ま
」
の
選
択
迫
ら
れ
る

プロローグ

田
技
研
工
業
に
続
き
燃
料
電
池

車
を
初
納
入
し
、
市
場
参
入
を

果
た
し
て
い
る
。
ま
た
岩
谷
産

業
は
一
日
、
堺
市
で
液
体
水
素

の
製
造
会
社
を
設
立
。
生
産
能

力
は
一
時
間
当
た
り
三
〇
〇
〇

ｌ
の
二
系
列
と
国
内
最
大
規
模

だ
。
先
月
に
は
新
日
本
製
鉄
君

津
製
鉄
所
で
副
生
成
し
た
液
体

水
素
を
有
明
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
供
給
し
始
め
た
。
同
社
が

以
前
か
ら
照
準
を
定
め
て
い
た

液
体
水
素
の
分
野
で
攻
勢
に
出

た
と
言
え
る
。

地
方
で
の
動
き
も
活
発
だ
。

三
重
県
は
鈴
鹿
市
な
ど
と
共
同

で
、
燃
料
電
池
開
発
特
区
を
来

月
申
請
す
る
。
昨
年
に
は
四
日

市
市
と
共
同
で
家
庭
用
に
つ
い

て
の
特
区
認
定
を
受
け
、
先
月

か
ら
実
証
を
開
始
し
た
。
今
回

は
、
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
な
ど
と
協
力

し
て
自
動
車
に
も
範
囲
を
拡

大
。
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設

も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
展

開
に
な
り
そ
う
だ
。
ま
た
水
素

社
会
を
見
据
え
る
静
岡
県
や
、

大
量
の
副
生
成
水
素
が
発
生
す

る
山
口
県
、
更
に
北
海
道
や
青

森
県
な
ど
も
独
自
の
展
開
を
模

索
し
て
い
る
。

水
素
社
会
に
つ
い
て
は
、
コ

ス
ト
低
減
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

技
術
や
安
全
性
の
確
立
な
ど
、

課
題
も
山
積
し
て
い
る
。
誰
も

が
手
探
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
取
り
組
み
を
本
格
化

し
て
い
る
。
省
庁
や
企
業
、
自

治
体
、
団
体
、
海
外
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
戦
略
を
追
う
。

京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ク
リ
ー

ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）

の
う
ち
、
植
林
や
森
林
整
備
な

ど
「
吸
収
源
Ｃ
Ｄ
Ｍ
」
に
関
す

る
議
論
が
六
月
か
ら
本
格
化
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
六
月
に
開

催
予
定
の
第
一
四
回
理
事
会

で
、
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
す
る
実
施
手
続
き
や
ル
ー
ル

な
ど
を
検
討
す
る
た
め
の
新
組

織
が
設
置
さ
れ
る
予
定
。

（
関
連
記
事
３
面
）

新
組
織
の
設
置
は
先
月
二
十

四
〜
二
十
六
日
の
三
日
間
、
ド

イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第

一
三
回
Ｃ
Ｄ
Ｍ
理
事
会
で
決
ま

っ
た
も
の
。
吸
収
源
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の

同
シ
ン
ポ
は
、
日
本
エ
コ
マ

テ
リ
ア
ル
研
究
会
、北
京
大
学
、

清
華
大
学
な
ど
が
共
催
。ま
た
、

「
循
環
産
業
と
環
境
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
日
中
両
国
の
産
学
官
の
関
係
者
ら
約
一
八
〇
名

が
参
加
し
、
取
り
組
み
の
紹
介
や
相
互
交
流
を
図
る
初
の
日
中
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
九
日
、
十

日
の
両
日
、
中
国
の
蘇
州
市
内
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
、
エ

コ
デ
ザ
イ
ン
と
エ
コ
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ
ー
に
関
す
る
特
別
研
究
会
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）、
中
国

材
料
研
究
学
会
、
中
国
環
境
科
学
学
会
な
ど
。
日
本
側
の
参
加
者
は
、
会
議
共
同
主
席
の
山

本
良
一
東
京
大
学
国
際
・
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
を
始
め
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
参
画
企

業
を
中
心
と
す
る
三
三
社
や
、
一
二
大
学
・
団
体
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
、
高
知
県
な
ど

の
計
六
三
名
に
上
る
予
定
。
両
国
が
同
テ
ー
マ
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
に
開
催
す
る
会

議
は
こ
れ
ま
で
政
府
間
レ
ベ
ル
で
も
例
が
な
く
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

科
学
技
術
振
興
機
構
、
日
本
材

料
研
究
学
会
、
中
国
国
家
改
革

発
展
委
員
会
、
中
国
科
学
技
術

部
、
中
国
環
境
保
護
総
局
な
ど

が
後
援
し
て
い
る
。

両
国
の
取
り
組
み
の
紹
介

は
、
主
に
①
循
環
産
業
②
環
境

経
営
③
環
境
政
策
④
ク
リ
ー
ナ

ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
⑤
エ
コ
マ

テ
リ
ア
ル
│
│
の
五
分
野
の
約

八
〇
件
に
上
る
。
テ
ー
マ
的
に

も
、
３
Ｒ
や
各
種
リ
サ
イ
ク
ル

の
取
り
組
み
、エ
コ
デ
ザ
イ
ン
、

Ｌ
Ｃ
Ａ
、
グ
リ
ー
ン
調
達
、
エ

コ
フ
ァ
ン
ド
、
環
境
格
付
け
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

な
お
、
日
本
側
の
主
な
参
加

予
定
企
業
・
団
体
・
大
学
は
以

下
の
通
り
（
順
不
同
）。

海
外
の
下
水
道
市
場
へ
産
官

学
一
体
で
積
極
参
入
へ
―
―
。

途
上
国
を
中
心
と
し
た
海
外
の

下
水
道
市
場
に
積
極
的
に
乗
り

出
す
た
め
、
産
官
学
が
一
体
と

な
り
戦
略
的
対
応
の
検
討
を
行

う「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
促
進
会
議
」

と
海
外
の
下
水
道
に
関
す
る
情

報
を
収
集
発
信
す
る
「
海
外
下

水
道
情
報
共
有
化
セ
ン
タ
ー
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
る
見

通
し
だ
。

こ
れ
は
、
進
展
著
し
い
上
下

水
道
事
業
の
国
際
化
の
流
れ
を

受
け
た
も
の
。
我
が
国
の
下
水

道
技
術
を
用
い
た
国
際
貢
献
が

求
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
上
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
規
格
化

の
流
れ
が
あ
る
中
で
、
国
内
企

業
が
海
外
で
の
事
業
展
開
を
推

進
す
る
た
め
官
民
の
連
携
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
民
営
化
が
進
む
海
外

市
場
で
は
、
計
画
、
設
計
、
建

設
、
維
持
管
理
を
一
体
的
に
捕

ら
え
る
の
が
主
流
。
我
が
国
の

下
水
道
事
業
の
運
営
は
地
方
自

治
体
が
行
う
た
め
、
民
間
の
経

験
が
な
く
、
欧
州
企
業
と
の
競

争
力
が
課
題
。
こ
う
し
た
課
題

の
整
理
な
ど
の
た
め
昨
年
、
下

水
道
分
野
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
検

討
促
進
委
員
会
（
委
員
長
・
楠

田
哲
也
九
州
大
学
大
学
院
教

授
）
が
発
足
。
こ
の
ほ
ど
報
告

書
を
ま
と
め
、
基
本
的
な
課
題

や
方
向
性
を
整
理
し
た
。
設
立

時
期
は
未
定
だ
が
、
促
進
会
議

な
ど
の
設
立
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。促

進
会
議
に
は
、
国
土
交
通

省
の
総
合
政
策
局
や
下
水
道

部
、
地
方
自
治
体
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

な
ど
援
助
実
施
機
関
、
日
本
下

水
道
事
業
団
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
メ
ー
カ
ー
、
ゼ
ネ
コ
ン
、

水
会
社
な
ど
が
参
画
す
る
。
下

水
道
関
連
企
業
の
海
外
に
お
け

る
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
、

情
報
分
析
や
人
材
育
成
方
法
な

ど
含
め
、
戦
略
的
対
応
を
検
討

硫
酸
ピ
ッ
チ
対
策
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
廃
棄
物
処
理
法
改
正

案
が
一
日
、
衆
議
院
本
会
議
で

可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
先
月
三

十
日
の
環
境
委
員
会
で
は
同
法

改
正
案
に
対
し
、
民
主
党
な
ど

か
ら
提
出
さ
れ
た
一
一
項
目
の

付
帯
決
議
が
議
決
さ
れ
た
。

付
帯
決
議
で
は
、
産
業
廃
棄

物
の
排
出
事
業
者
対
策
と
し

て
、
廃
棄
物
処
理
基
準
の
改
正

な
ど
に
よ
る
自
社
処
分
規
制
の

検
討
を
要
望
し
て
い
る
ほ
か
、

信
頼
で
き
る
処
理
業
者
を
選
択

で
き
る
た
め
の
健
全
な
業
者
育

成
策
や
処
理
業
者
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
の
充
実
な
ど
も
盛
り
込

ま
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
焼
却
施

設
や
最
終
処
分
場
周
辺
の
土
壌

地
下
水
汚
染
調
査
や
リ
サ
イ
ク

ル
名
目
の
不
適
正
処
理
対
策
の

強
化
な
ど
も
今
後
の
課
題
と
し

て
議
決
さ
れ
た
。

す
る
。

情
報
共
有
化
セ
ン
タ
ー
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
下
水
道
集
団
研
修

を
行
っ
て
い
る
下
水
道
業
務
管

理
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
方

針
。
海
外
の
下
水
道
関
連
情
報

を
収
集
、
整
理
、
提
供
す
る
。

海
外
で
は
上
下
水
道
が
一
体

的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
促

進
会
議
で
は
、
上
水
道
と
の
連

携
調
整
や
事
業
運
営
会
社
の
育

成
方
針
な
ど
を
課
題
の
柱
と

し
、
検
討
を
進
め
る
見
通
し
。

▽
ア
ミ
タ
▽
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

▽
ア
ジ
ア
生
産
性
機
構
▽
キ
ヤ

ノ
ン
▽
地
球
産
業
文
化
研
究
所

▽
Ｎ
Ｅ
Ｃ
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
情
報
流
通

基
盤
総
合
研
究
所
▽
富
士
通
研

究
所
▽
グ
ッ
ド
バ
ン
カ
ー
▽
日

立
製
作
所
▽
松
下
電
器
産
業
▽

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
▽
三
菱
電
機

▽
日
本
環
境
認
証
機
構
▽
王
子

製
紙
▽
リ
コ
ー
▽
セ
イ
コ
ー
エ

プ
ソ
ン
▽
積
水
化
学
工
業
▽
シ

ャ
ー
プ
▽
新
日
鉄
▽
ソ
ニ
ー
▽

東
京
海
上
火
災
保
険
▽
東
芝
▽

ト
ヨ
タ
▽
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
▽

地
球
の
芽
▽
コ
ク
ヨ
▽
日
本
特

殊
陶
業
▽
秋
村
組
▽
国
土
環
境

▽
テ
ラ
オ
▽
同
和
鉱
業
▽
科
学

技
術
振
興
機
構
▽
産
業
環
境
管

理
協
会
▽
物
質
・
材
料
研
究
機

構
▽
産
業
技
術
総
合
研
究
所
▽

東
京
大
学
▽
武
蔵
工
業
大
学
▽

横
浜
国
立
大
学
▽
東
北
大
学
▽

滋
賀
県
立
大
学
ほ
か

事
業
の
専
門
性
や
特
殊
性
を
考

慮
す
る
と
、
現
状
の
組
織
で
は

効
率
的
な
対
応
が
難
し
い
こ
と

で
委
員
全
体
の
意
見
が
一
致
。

議
長
提
案
に
よ
り
、
関
連
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
詳
し
い
マ
ル
デ

ィ
ン
・
エ
ン
デ
ル
リ
ン
氏
（
ス

イ
ス
）、
エ
ド
ワ
ル
ド
・
サ
ン

フ
エ
ン
ツ
ァ
氏
（
チ
リ
）
の
両

委
員
と
事
務
局
が
、
次
回
理
事

会
ま
で
に
新
組
織
の
設
置
案
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
回
の
理
事
会
で
は
、
両
委

員
か
ら
の
提
案
を
基
に
新
組
織

の
設
置
形
態
や
予
算
な
ど
事
務

事
項
を
始
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
手
続
き
や
ル
ー
ル
と
い

っ
た
検
討
項
目
の
優
先
順
位
付

け
や
行
動
計
画
な
ど
具
体
的
な

議
論
を
開
始
す
る
方
針
。

一
方
、
今
回
は
指
定
運
営
機

関
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
と
し
て
日
本
品

質
保
証
機
構
（
Ｊ
Ｑ
Ａ
）、
デ

ッ
ト
ノ
ル
ス
ケ
ベ
リ
タ
ス
（
Ｄ

Ｎ
Ｖ
）
の
二
機
関
を
暫
定
的
に

信
任
。
更
に
、
ベ
ト
ナ
ム
油
田

か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
回
収
事

業
と
イ
ン
ド
の
メ
タ
ン
ガ
ス
回

収
事
業
の
二
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
新
規
方
法
論
と
し
て
承
認

し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
国
家
登
録
簿
に
つ
い
て
は
、

英
国
の
排
出
権
取
引
制
度
で
活

用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
一
般
化

し
て
各
国
で
採
用
す
る
こ
と
な

ど
が
提
案
さ
れ
た
。

の
対
応
③
泥
土
Ｃ
の
道
路
路
体

制
度
へ
の
評
価
の
見
直
し
―
―

の
三
点
。

適
用
用
途
標
準
に
つ
い
て

は
、
評
価
を
「
そ
の
ま
ま
使
用

が
可
能
な
も
の
」、「
適
切
な
土

質
改
良
を
行
え
ば
使
用
可
能
な

も
の
」、「
土
質
改
良
に
コ
ス

ト
・
時
間
が
必
要
な
も
の
」、

「
良
質
土
と
の
混
合
な
ど
を
行

わ
な
い
限
り
土
質
改
良
を
行
っ

て
も
使
用
が
不
適
な
も
の
」
の

四
段
階
に
分
類
し
た
。第
一
種
、

第
二
種
建
設
発
生
土
は
工
作
物

埋
め
戻
し
、
土
木
構
造
物
裏
込

め
、
道
路
用
盛
土
（
路
床
、
路

体
）
の
い
ず
れ
も
そ
の
ま
ま
で

使
用
可
能
。
第
三
種
も
道
路
用

盛
土
の
路
体
に
つ
い
て
は
そ
の

ま
ま
使
用
可
能
と
し
た
。

国
土
交
通
省
の
「
建
設
発
生

土
利
用
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定

検
討
委
員
会
」
は
発
生
土
利
用

基
準
案
の
見
直
し
を
検
討
し
て

き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
成
果

を
ま
と
め
公
表
し
た
。
主
な
改

定
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
適
用
用
途

標
準
に
お
け
る
評
価
の
明
確
化

及
び
使
用
上
の
留
意
事
項
の
充

実
②
土
質
区
分
基
準
の
「
地
盤

材
料
の
工
学
的
分
類
方
法
」
へ

６
月
に
新
組
織
を
設
置

吸
収
源
Ｃ
Ｄ
Ｍ
で
本
格
議
論

CDM理事会

国交省建設発生土検討会

評価を４段階に分類
適用用途の利用基準公表

両
国
か
ら
180
名
参
加

山本東大教授

9、10日に蘇州で

循
環
産
業
と
環
境
経
営
テ
ー
マ
に

日
中
が
中
が
初
の
シ
ン
ポ
開
催
開
催 

日
中
が
初
の
シ
ン
ポ
開
催 

海
外
市
場
参
入
に
備
え

産
官
学
で
設
立
へ

下 水 道

促
進
会
議
や

情
報
セ
ン
タ
ー

廃
棄
物
処
理
法
改

正
案
が
衆
院
通
過
11項目の
付帯決議

650



環境新聞社の本 

　環境と福祉は、専門化や分業化により一体となって捕らえることが

なくなったが、もともと関係は深く、両者の相互関係を考えることによ

り環境・福祉それぞれの理解が深まり、両者の発展に大きく寄与する

ことができる。更に「環境福祉」という新しい領域を研究することによ

り政治、行政、産業、社会、学問に大きな貢献をすることができる。本

書は、環境と福祉の関係を過去から現在まで検証するとともに、環境

と福祉を融合する国内外の取り組み事例を紹介し、環境福祉事業・

ビジネスの今後の展開を概論している。編著の炭谷氏は、長く福祉、

環境行政に携わった経験から、新たな概念としての「環境福祉学」

を解説している。環境、福祉行政に携わる担当者はもとより、企業、NGO、

教育機関など幅広い方々の入門書としてお薦めします。 
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主な発表演題（順不同、敬称略）

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

二
十
一
世
紀
の
持
続
可
能
発
展

に
と
っ
て
不
可
欠
な
「
環
境
材

料
、
循
環
産
業
、
環
境
経
営
」

に
つ
い
て
、
日
中
の
産
官
学
の

関
係
者
が
取
り
組
み
の
現
状
を

紹
介
し
、
相
互
交
流
の
促
進
を

図
る
た
め
に
開
か
れ
た
。

主
催
は
、
東
京
大
学
生
産
技

術
研
究
所
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
材

料
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
京

大
学
エ
コ
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ
ー

と
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
技
術
特
別
研

究
会
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）、
中

国
材
料
研
究
学
会
、
中
国
環
境

科
学
学
会
、
中
国
高
技
術
新
材

料
専
門
家
委
員
会
な
ど
。

後
援
は
、
経
済
産
業
省
、
環

境
省
、
中
国
国
家
環
境
保
護
総

局
科
技
標
準
司
、
科
学
技
術
振

興
機
構
、日
本
材
料
研
究
学
会
。

議
長
は
、
東
京
大
学
の
山
本

良
一
教
授
、
中
国
材
料
研
究
学

会
の
周
廉
理
事
長
、
中
国
環
境

科
学
学
会
の
叶
汝
求
理
事
長
、

ま
た
副
議
長
は
、
東
京
大
学
生

産
技
術
研
究
所
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
材
料
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長

の
前
田
正
史
教
授
、
北
京
航
空

航
天
大
学
の
王
天
民
教
授
が
務

め
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
は

両
国
合
わ
せ
計
一
七
四
名
に
上

っ
た
。
日
本
か
ら
は
山
本
、
前

田
両
教
授
や
、
経
済
産
業
省
産

業
技
術
環
境
局
の
井
内
摂
男
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課
長
、
環
境
省

総
合
政
策
局
の
佐
野
郁
夫
環
境

経
済
課
長
を
始
め
、
山
本
教
授

が
代
表
幹
事
を
務
め
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
参
画
の
環
境
先
進
企
業

な
ど
三
〇
社
、
一
四
団
体
・
大

学
、
環
境
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ

三
社
か
ら
計
六
九
名
が
参
加
し

た
。山

本
教
授
の
訪
中
は
今
回
が

五
〇
回
目
。
こ
れ
ま
で
の
二
一

年
間
で
ほ
ぼ
全
土
を
訪
れ
て
お

り
、
中
国
の
三
〇
に
及
ぶ
大
学

か
ら
名
誉
教
授
あ
る
い
は
客
員

教
授
を
任
命
さ
れ
て
い
る
。

初
日
の
九
日
午
前
に
行
わ
れ

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
初
め
に
周
理
事
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、「
持
続
可
能

発
展
や
資
源
の
循
環
利
用
、
産

業
の
グ
リ
ー
ン
化
な
ど
が
二
十

一
世
紀
の
人
類
に
と
っ
て
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
る
中
、
材
料
研

究
の
分
野
で
も
環
境
負
荷
が
少

な
く
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
環
境

材
料
が
戦
略
的
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
山
本

教
授
は
、「
人
口
の
爆
発
的
増

大
と
環
境
へ
の
負
荷
の
全
面
的

増
大
の
中
で
、
私
達
は
一
刻
も

早
く
環
境
に
配
慮
し
た
経
済
を

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
と
中
国
が
こ
の
問
題
に
共

同
で
取
り
組
む
こ
と
は
、
両
国

の
長
期
的
利
益
に
な
る
の
み
な

ら
ず
、
世
界
の
持
続
的
発
展
に

大
き
く
貢
献
す
る
」
と
強
調
し

た
。引

き
続
き
行
わ
れ
た
プ
レ
ナ

リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
山
本

教
授
、
叶
理
事
長
、
田
島
高
志

ア
ジ
ア
生
産
性
機
構
事
務
総

長
、前
田
教
授
ら
が
講
演
し
た
。

山
本
教
授
は
「
持
続
可
能
製

品
開
発
へ
の
日
本
の
挑
戦
」
と

題
す
る
講
演
の
中
で
、
欧
米
日

中
の
持
続
可
能
発
展
に
関
す
る

主
な
概
念
・
方
法
論
を
比
較
分

析
し
、
①
欧
州
は
原
則
・
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
②
米
国
は
企
業
を

中
心
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
③
日
本

は
直
面
す
る
問
題
を
解
決
す
る

技
術
④
中
国
は
哲
学
・
政
治
ー

ー
に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
い
て
い
る

点
が
特
徴
と
指
摘
。
特
に
中
国

に
つ
い
て
は
「
周
易
、
張
載
な

ど
古
来
よ
り
素
晴
ら
し
い
哲
学

思
想
が
あ
り
、
そ
れ
を
循
環
経

済
の
実
現
に
今
後
ど
う
生
か
し

て
い
く
か
注
目
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
更
に
結
び
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
継
続
開
催
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
持
続
可
能
発

展
に
関
す
る
共
同
研
究
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
及
び
二
〇

一
二
年
の
次
回
地
球
環
境
サ
ミ

ッ
ト
の
北
京
開
催
を
提
案
し

た
。続

い
て
、
叶
理
事
長
が
「
中

国
に
お
け
る
環
境
保
護
の
問
題

と
政
策
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

対
策
が
環
境
悪
化
の
抑
制
に
一

定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
も
の

の
、
環
境
問
題
は
全
般
的
に
依

然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
指

摘
。
そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、

巨
大
な
人
口
を
背
景
に
淡
水
、

耕
地
、
森
林
を
始
め
と
し
た
資

源
の
一
人
当
た
り
保
有
量
が
非

常
に
少
な
い
こ
と
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
立
ち
遅
れ
る
中
で
急
速

に
進
む
都
市
化
と
工
業
化
、
潅

漑
用
水
の
浪
費
等
に
よ
る
生
態

系
の
大
規
模
な
人
為
的
破
壊
な

ど
を
挙
げ
た
。
そ
の
上
で
、
今

後
強
化
が
必
要
な
政
策
と
し

て
、
循
環
経
済
の
実
現
（
寄
稿

文
参
照
）
と
経
済
成
長
方
式
の

転
換
、
産
業
構
造
調
整
に
よ
る

工
場
対
策
、
環
境
保
全
投
資
、

国
民
の
環
境
意
識
の
向
上
な
ど

を
挙
げ
た
。

前
田
教
授
は
、
持
続
可
能
社

会
に
お
け
る
物
質
循
環
と
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
内
に
今

月
一
日
付
で
発
足
し
た
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
材
料
国
際
研
究
セ
ン

タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
講
演
。

同
セ
ン
タ
ー
で
、
産
業
的
に
重

要
な
材
料
や
ま
だ
正
確
に
把
握

さ
れ
て
い
な
い
副
産
物
の
世
界

的
な
物
質
循
環
、
材
料
の
生

産
・
処
理
、
超
長
寿
命
材
料
な

ど
を
研
究
し
、
持
続
可
能
な
社

会
に
向
け
て
、
材
料
性
能
の
側

面
か
ら
製
品
設
計
の
変
更
を
図

っ
て
い
く
考
え
な
ど
を
紹
介
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と
プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

後
、
九
日
午
後
か
ら
翌
日
夕
方

に
か
け
て
、
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
並
行
し
て
行
わ

れ
、
両
国
に
よ
る
計
六
三
件
の

発
表
が
行
わ
れ
た
（
表
参
照
）。

日
本
側
（
三
六
件
）
は
、
経

産
省
の
井
内
課
長
が
各
種
循
環

関
連
法
を
中
心
と
し
た
３
Ｒ
政

策
全
般
を
、
ま
た
環
境
省
の
佐

野
課
長
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

や
エ
コ
ラ
ベ
ル
な
ど
主
に
循
環

型
社
会
形
成
の
た
め
の
情
報
的

手
法
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
。
続
い

て
、
主
要
企
業
・
団
体
・
大
学

に
お
け
る
キ
ー
マ
ン
が
、
関
連

す
る
第
一
線
の
取
り
組
み
を
発

表
し
た
。

テ
ー
マ
的
に
も
、
材
料
・
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
配
慮
設

計
・
開
発
や
環
境
効
率
評
価
か

ら
、
グ
リ
ー
ン
調
達
、
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
資
源
循
環
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
持
続
可
能
性
格
付

け
、
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
等
ま
で
広

範
に
わ
た
っ
て
い
る
点
が
特

徴
。一

方
、
中
国
側
の
発
表
（
二

七
件
）
で
は
、
企
業
の
環
境
経

営
に
関
す
る
演
題
こ
そ
ま
だ
多

く
は
な
い
が
、
大
学
や
研
究
機

関
を
中
心
に
環
境
問
題
の
マ
ク

ロ
経
済
分
析
、
ク
リ
ー
ナ
ー
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、リ
サ
イ
ク
ル
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
、
環
境
材

料
、
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
、
Ｌ
Ｃ
Ａ

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で

の
精
力
的
な
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成

功
を
踏
ま
え
、
来
年
以
降
も
同

様
の
産
学
官
に
よ
る
日
中
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
毎
年
継
続
し
開
催

し
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ

た
。次

回
は
来
年
四
月
に
北
京
、

西
安
、
杭
州
、
青
島
の
い
ず
れ

か
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
更

な
る
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

中
国
は
現
在
、
持
続
可
能
な
発
展
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
経
済
発
展
モ
デ
ル
の
転
換
を
視
野
に
入
れ
た
「
循
環
経
済
」
の
実

現
に
取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
改
革
開
放
路
線
下
の
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
の
裏
で
、
資
源
の
浪
費
や
そ
れ
に

伴
う
環
境
破
壊
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
今
後
の
経
済
社
会
の
発
展
に
と
っ
て
重
大
な
制
約
要
因
に
な
り
か
ね
な

い
と
の
危
機
感
が
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
循
環
経
済
の
実
現
は
、
地
球
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
も
強
く
要
請
さ
れ
、
環
境
立
国

を
標
ぼ
う
す
る
日
本
の
支
援
・
協
力
も
今
後
一
層
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
日
中
両
国
の
産
学
官
に
よ
る
「
環
境
材

料
、
循
環
産
業
、
環
境
経
営
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
議
長
・
山
本
良
一
東
京
大
学
教
授
ほ
か
）
が
九
日
、

十
日
の
両
日
、
新
興
ハ
イ
テ
ク
基
地
と
し
て
知
ら
れ
る
中
国
・
蘇
州
市
の
蘇
州
国
家
高
新
区
で
開
催
さ
れ
た
。
以
下
、
同
行
取

材
の
機
会
を
得
た
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

（
工
藤
真
一
）

た
。即

ち
、
〇
二
年
十
月
に
は
江
沢
民

国
家
主
席
（
当
時
）
が
、
北
京
で
開

催
さ
れ
た
地
球
環
境
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

ー
（
Ｇ
Ｅ
Ｆ
）
の
総
会
で
「
資
源
を

最
も
有
効
に
利
用
し
、
環
境
を
保
護

す
る
こ
と
を
基
礎
と
し
た
循
環
型
経

済
の
道
を
歩
め
ば
、
持
続
可
能
な
発

展
を
実
現
で
き
る
は
ず
で
あ
る
」
と

論
じ
、
中
国
の
循
環
経
済
へ
の
取
り

組
み
の
道
筋
を
明
確
に
し
た
。

ま
た
、
江
沢
民
の
後
を
受
け
た
胡

錦
涛
国
家
主
席
も
〇
三
年
の
三
月
に

中
央
人
口
資
源
環
境
業
務
座
談
会
に

お
い
て
「
経
済
の
成
長
方
式
を
早
く

転
換
さ
せ
、
循
環
経
済
の
発
展
理
念

を
地
域
経
済
の
発
展
に
貫
徹
さ
せ
、

都
市
や
農
村
建
設
及
び
製
品
の
生
産

に
お
い
て
、
資
源
の
最
も
有
効
な
利

用
を
も
た
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
廃
棄
物
の
排
出
を
最
大
限
に
減

少
さ
せ
、
徐
々
に
生
態
を
良
性
循
環

に
向
か
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
重
要
講
話
を
発
表
し
た
。

更
に
は
今
年
三
月
の
同
座
談
会
に

お
い
て
、
温
家
宝
総
理
も
今
年
実
施

す
べ
き
重
要
業
務
と
し
て
「
資
源
の

利
用
を
節
約
し
、
循
環
経
済
を
大
き

く
発
展
さ
せ
る
」
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。

循
環
経
済
を
具
体
的
に
実
現
さ
せ

る
た
め
、
現
場
で
の
取
り
組
み
も
動

き
出
し
て
い
る
。
〇
二
年
五
月
に
は

遼
寧
省
及
び
貴
陽
市
が
国
家
環
境
保

護
総
局
か
ら
循
環
経
済
の
試
点
省
及

び
試
点
都
市
に
指
定
さ
れ
、
具
体
的

な
実
践
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

同
市
で
は
中
国
で
初
め
て
の
循
環

経
済
都
市
建
設
条
例
案
が
議
会
に
提

出
さ
れ
審
議
中
で
あ
る
。
ま
た
、
貴

陽
市
で
採
掘
さ
れ
る
良
質
の
リ
ン
鉱

石
の
節
約
と
循
環
利
用
に
関
す
る
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
間
も
な
く
出
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
リ
ン
は
世
界
的

に
枯
渇
し
つ
つ
あ
る
重
要
資
源
で
、

良
質
の
も
の
は
貴
陽
市
に
偏
在
し
て

お
り
、
循
環
経
済
を
旗
印
に
貴
陽
市

再
生
の
た
め
の
大
逆
転
を
狙
っ
て
い

る
。
テ
コ
入
れ
に
国
家
環
境
保
護
総

局
か
ら
副
市
長
も
送
り
込
ま
れ
た
。

電
気
・
電
子
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク

ル
、
有
害
廃
棄
物
の
無
害
化
、
拡
大

生
産
者
責
任
導
入
等
に
関
す
る
制
度

化
作
業
も
進
ん
で
お
り
、
間
も
な
く

具
体
的
に
そ
の
姿
を
現
し
て
く
る
だ

ろ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
実
践
へ
、
循
環

型
社
会
構
築
に
向
け
て
今
ま
さ
に
中

国
が
本
気
で
動
き
出
そ
う
と
し
て
い

る
。

中
国
で
は
循
環
型
社
会
形
成
へ
の

取
り
組
み
は
「
循
環
経
済
」
と
い
う

言
葉
で
表
現
さ
れ
る
。
循
環
型
社
会

の
形
成
に
当
た
っ
て
は
経
済
的
な
効

率
性
を
も
追
求
す
る
と
い
う
強
い
意

識
が
そ
の
言
葉
の
裏
に
潜
ん
で
い

る
。中

国
が
循
環
経
済
に
本
格
的
に
取

り
組
む
兆
し
が
見
え
始
め
る
の
は
二

〇
〇
一
年
頃
か
ら
で
あ
り
、そ
の
後
、

政
府
首
脳
が
相
次
い
で
重
要
講
話
の

中
で
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
始
め

【日本側】
〈プレナリーセッション〉
・持続可能製品開発への日本の挑戦 東京大学教授　　山本　良一
・国際競争力と持続可能性のためのＧＰによるサプライチェーンのグリーン化

アジア生産性機構事務総長　　田島　高志
・持続性社会における物質循環制御と東京大学サステイナブル材料国際研究センターの活動

東京大学教授　　前田　正史
〈セッションＡ・Ｂ〉
・日本における３Ｒ政策について 経済産業省産業技術環境局リサイクル推進課長　　井内　摂男
・日本の環境政策－循環型社会の建設のための情報的手法を中心に

環境省総合環境政策局環境経済課長　　佐野　郁夫
・アサヒビールにおける環境経営 アサヒビール生産事業本部技術部副課長　　山口　俊秀
・産業廃棄物をリサイクルするための資源循環ネットワーク構築について

アミタ海外営業課長　　杉江　克彦
・ＩＴを活用した持続可能な社会への貢献 ＮＥＣ環境推進部統括マネージャー　　宇郷　良介
・ＮＴＴグループにおける環境保護活動－持続可能な情報社会をめざして

ＮＴＴ情報流通基盤総合研究所環境経営推進プロジェクト主任研究員　　竹下　幸俊
・王子製紙の環境経営について 王子製紙環境部長　　大澤　純二
・社会技術研究システムについて 科学技術振興機構社会技術研究システム推進室次長　　植田　昭彦
・キヤノンの環境経営 キヤノン生産本部環境技術センター次長　　古田　清人
・エコファンド－緑の金融の誕生 グッドバンカーリサーチチームアナリスト　　三木　高志
・日本におけるＩＳＯタイプⅢ環境ラベル～エコリーフプログラムの現況

産業環境管理協会環境管理センター調査企画部企画課研究員　　中庭　知重
・ライフサイクル影響評価手法を利用した環境効率の評価

産業技術総合研究所ＬＣＡ研究センターＬＣＡ手法研究チーム長　　伊坪　徳宏
・エコ村が進めるエコビジネス

滋賀県立大学環境科学部教授　　仁連孝、エコ村チームFactor「・」 吉葉　清子
・廃家電プラスチックのクローズド・マテリアルリサイクル

シャープ環境安全本部副本部長　　森本　　弘
・循環型社会形成に向けた鉄鋼業の役割

新日本製鐵環境部環境防災技術グループマネジャー　　古山　輝夫
・製造工程における環境活動について セイコーエプソン地球環境推進部長　　大野　好弘
・積水化学の環境への取り組み 積水化学工業環境経営部環境企画グループ部長　　白鳥　和彦
・ソニーの環境活動

ソニーグローバル・ハブコンプライアンスオフィス環境・ＣＳＲ戦略グループ　　鶴田　健志
・セメントエコファクチャリングＴＭにおける外部経済効果について

太平洋セメントＳＤ推進室室長　　和泉　良人
・中国における循環経済確立に向けた『環境と開発に関する中国国際協力委員会』の活動

地球産業文化研究所専務理事　　木村耕太郎
・気候変動と日本の保険業界の取り組み 東京海上火災保険コマーシャル業務部参与　　志田慎太郎
・循環型社会構築のための戦略的統合化ＬＣＡ手法 東京大学教授　　足立　芳寛
・ＵＮＥＰエコデザインマニュアルの紹介 東京大学生産技術研究所特別研究員　　王　　　瑩
・東芝の環境技術開発について 東芝研究開発センター環境技術ラボラトリー室長　　中川　和明
・日本におけるエコマテリアルガイドラインプロジェクトについて

東北大学助教授　　篠原　嘉一
・トヨタリサイクルビジョン トヨタ自動車環境部企画グループ担当課長　　山口　眞一
・日本企業の持続可能性格付けシステムの研究 日本環境認証機構顧問　　福島　哲郎
・ノートPCのリサイクルMg合金筐体とプラスチック筐体のライフサイクルアセスメント

富士通研究所材料・環境技術研究所環境材料ステーション主任研究員　　端谷　隆文
・日本におけるエコマテリアルの展開

物質・材料研究機構エコマテリアル研究センター長　　原田　幸明
・日立グループの環境への取り組み 日立製作所環境本部環境推進センター長　　平野　　学
・“新しい豊かさ”のものさし、ファクターＸ

松下電器産業環境本部環境企画グループ主任　　青江多恵子
・持続可能な環境経営を目指して－”Channges for the Better”の実践

三菱電機環境推進本部企画グループ専任　　高橋　徹也
・素材産業における環境経営及びリサイクルの現状 三菱マテリアル参与環境管理部長　　浅野　闘一
・グリーン調達が市場を変える 武蔵工業大学環境情報学部教授　　中原　秀樹
・低環境負荷を目指す金属材料の少量・多品種生産プロセス開発　　　　　　　　

横浜国立大学大学院工学系研究科助教授　　梅澤　　修
・環境を経営に活かす～リコーグループの環境経営 リコー社会環境本部担当部長　　佐藤　孝夫

【中国側】
〈プレナリーセッション〉
・中国における環境保護の問題と政策（中国環境科学学会）
・鉄鋼業の環境保全（武漢鉄鋼公司）
・中国のエコマテリアル研究の進歩（北京工業大学）

〈セッションＡ・Ｂ〉
・経済成長中の環境負荷の増加と下降（東北大学）
・ＩＳＯ１４００１の実践（中国環境科学研究院）
・銅のライフサイクルアセスメント（蘭州大学）
・ライフサイクルアセスメントの研究活動（北京航空航天大学）
・中国のリサイクルの傾向と挑戦（中国科学院生態環境研究中心）
・深　のエコプロダクツとエコデザインの進歩（深　市格林美高技術有限公司）
・大学におけるＩＳＯ１４００１の実践（青島大学）
・モトローラにおける環境配慮製品設計（モトローラ）
・溶融アルミからの脱ガスと介在物の除去（上海交通大学）
・吉林省のエコ・ビレッジのマテリアルフロー（北京大学）
・金生産のためのエコマテリアル（西安交通大学）
・金属のクリーナープロダクション（長沙砿冶研究院）
・水処理用活性炭フィルター（中山大学）
・コンポジット光触媒（雲南大学）
・廃プラからのＴＰＰ製造（華東理工大学）
・生分解性プラスチック（四川大学）
・石炭関連材料の環境修復への応用（砿業大学）など　計27件

日中友好環境保全
センター首席顧問 小柳

こ や な ぎ

秀明
ひ で あ き

本
気
度
見
え
て
き
た
中
国

【特　集】

日
本
の
支
援
に
期
待

世
界
の
持
続
的
発
展
に
も
貢
献
来年４月に
第２回開催

「循環経済」構築で 
 日中交流促進へ  
「循環経済」構築で 
 日中交流促進へ  

蘇
州
蘇
州
で
初
の
産
学
官

産
学
官
シ
ン
ポ
開
く
開
く 
蘇
州
蘇
州
で
初
の
産
学
官

産
学
官
シ
ン
ポ
開
く
開
く 
蘇
州
で
初
の
産
学
官
シ
ン
ポ
開
く 

山本良一 東大教授



公害防止管理者等国家試験

受験願書受付締切日が迫っています！

★願書受付締切日……… 平成16年7月30日F
受験願書は、受験案内と一緒に当協会で配布しています。また、各地
の経済産業局、都道府県庁、主要市庁などの環境関係部署でも入手で
きます。

★試験日及び試験区分 平成16年9月26日A……騒音、ダイオキシン類、大気第1種～第4種、
特定粉じん、一般粉じん

平成16年10月3日A……主任、振動、水質第1種～第4種
★試　験　地…………… 札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、高松、福岡、那覇

社団法人 産業環境管理協会 公害防止管理者試験センター
〒110--8535 東京都台東区上野1--17--6（広小路ビル）

1 03（3832）7006 URL  http://www.jemai.or.jp

表示部分拡大 

cm

従来は人間の 
目での目視法 

高感度レーザー濁度計 UV/COD計 簡易全リン測定器 透視度センサー DPD残留塩素計 

濁度計・MLSS計・UV計・塩分計・界面計・
イオン計（NH4,F-,CL-,NO2,NO3）・pH計・オゾ
ン濃度計・電磁濃度計・DO計・残留塩素
計・有効塩素濃度計・デジタル残留塩素計 

本 社：埼玉県久喜市吉羽 1-10-10  
　0480-23-1781　FAX 0480-23-2749 
URL　http://www.krkjpn.co.jp

測定範囲：0.00～ 19.99NTU 
（オプション：0.000～ 2NTU） 
カオリン濁度とフォルマジン濁度　切替測定 

TR-5000 UV-2000
究極のUV/COD計 

一台で、吸光度とCOD表示測定 
納入実績豊富 

比色法：TP-1Z 
0～ 2mg /R , 9段階 ,比色測定 

吸光光度法：TPO-3Z 
0～ 2.5mg / R , デジタル表示 

比  色  法 ：DP-7Z / DP-1Z 
吸光光度法：DP-3Z

電子透視度計　TP-2Z

液体DPD試薬 
DPD-WA

・雨が降っても風が吹いても 
　測定OK、全天候型試薬 
・1種類のDPD液体試薬で 
　遊離残留塩素を測定 

・電子の目で正確測定 
・2～100cmまで測定 

（1） （昭和41年２月14日第３種郵便物認可） （毎週水曜日発行） 平成１6年（2004年）7月14日（水曜日） １７５２号
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福岡市早良区四箇田団地4棟114号
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昨
年
の
話
に
な
る
が
、
日
本

学
術
会
議
の
特
別
委
員
会
が

『
真
の
循
環
型
社
会
を
求
め
て
』

と
題
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
て

い
る
。
現
在
の
循
環
基
本
法
の

枠
組
み
だ
け
で
は
不
十
分
と
の

認
識
か
ら
、
同
法
に
よ
り
発
想

さ
れ
た
今
の
「
循
環
型
社
会
」

を
更
に
俯
瞰

ふ
か
ん

的
に
検
討
し
た
も

の
だ
▼
報
告
書
に
よ
る
と
、
真

の
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た

め
に
は
、現
代
の
都
市
社
会
を
、

地
下
資
源
や
化
石
燃
料
の
投
入

を
で
き
る
限
り
減
ら
し
、
有
害

物
質
を
発
生
さ
せ
ず
、
廃
棄
物

と
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
を
最
小
に
す

る
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
グ
リ
ー

ン
社
会
」
に
変
え
て
い
く
必
要

性
を
強
調
し
て
い
る
▼
こ
の
社

会
で
は
、
生
産
過
程
で
の
マ
テ

リ
ア
ル
・
リ
ー
ス
、
バ
イ
オ
マ

ス
循
環
、
消
費
過
程
で
の
レ
ン

タ
ル
・
リ
ー
ス
利
用
を
骨
格
と

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
マ
テ

リ
ア
ル
・
リ
ー
ス
と
は
、
素

材
・
物
質
の
生
産
者
が
最
終
管

理
責
任
の
所
在
を
経
済
行
為
の

中
に
含
ん
で
提
供
す
る
シ
ス
テ

ム
で
、
い
わ
ば
「
拡
大
生
産
者

責
任
の
拡
大
版
」
で
あ
る
▼
報

告
書
で
は
そ
の
構
築
に
よ
り
、

従
来
の
カ
ス
ケ
ー
ド
型
物
質
循

環
で
な
い
真
の
物
質
循
環
が
可

能
と
な
る
と
強
調
。
具
体
策
と

し
て
、
素
材
メ
ー
カ
ー
に
よ
り

広
い
拡
大
生
産
者
責
任
と
そ
の

た
め
に
発
生
す
る
経
済
負
担
を

カ
バ
ー
す
る
付
加
価
値
を
与
え

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
提

案
し
て
い
る
▼
国
際
的
な
マ
テ

リ
ア
ル
フ
ロ
ー
を
始
め
考
慮
す

べ
き
課
題
は
尽
き
な
い
が
、
資

源
小
国
の
日
本
が
ま
ず
率
先

し
、
政
策
を
総
動
員
し
て
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
意
義
は
大
変
大
き
い
の

で
は
な
い
か
。

（
東
風
）
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機 
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の の 

三
位
一
体
の
改
革
案
は
公
表
後
六
月
四

日
に
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関

す
る
基
本
方
針
２
０
０
４
」
の
名
で
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
正
式
に
委
譲
す
る
税
源
規

模
は
三
兆
円
を
目
指
す
と
明
記
さ
れ
た
が
、

全
国
知
事
会
や
全
国
市
長
会
と
意
見
が
対

立
し
て
い
る
中
小
の
自
治
体
は
、
補
助
制

度
存
続
と
改
革
案
の
撤
回
の
た
め
動
き
出

し
て
い
る
よ
う
だ
。
地
方
六
団
体
が
回
答

の
努
力
目
標
と
す
る
八
月
二
十
日
に
向
け

た
地
方
の
動
き
や
現
在
の
状
況
を
追
っ
た
。

◇
　
　
　
　
◇

兵
庫
県
宝
塚
市
は
、
五
月
に
開
催
さ
れ

た
全
国
都
市
清
掃
会
議
総
会
で
改
革
案
へ

の
反
対
意
見
を
表
明
し
た
団
体
だ
。
同
市

市
民
生
活
部
は
「
改
革
案
自
体
は
賛
成
」

と
し
な
が
ら
も
補
助
撤
廃
反
対
の
立
場
は

変
わ
ら
な
い
。

市
長
会
の
構
成
団
体
か
ら
は
「
こ
こ
で

頑
張
ら
な
け
れ
ば
補
助
金
で
支
配
さ
れ
る

ま
ま
」、「
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
も
陳
情

を
続
け
る
の
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
見
ら

れ
た
よ
う
だ
が
、
同
市
は
「
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
は
常
に
三
〇
〇
〜
四
〇
〇
億
円

規
模
の
話
で
、
と
て
も
一
市
で
処
理
で
き

る
問
題
で
は
な
い
」
と
す
る
。

そ
こ
で
八
月
二
十
日
に
提
出
さ
れ
る
予

定
の
地
方
六
団
体
事
務
総
長
か
ら
の
回
答

に
、
国
庫
補
助
制
度
存
続
を
盛
り
込
む
よ

う
働
き
か
け
て
い
る
最
中
だ
と
い
う
。

「
我
々
は
ま
ず
全
都
清
総
会
で
問
題
提
起

し
、
今
地
方
六
団
体
の
上
部
団
体
に
お
願

い
し
て
い
る
。
六
団
体
が
声
を
上
げ
な
い

限
り
誰
も
意
見
し
て
く
れ
な
い
」
た
め
だ
。

神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
焼
却
工
場
は
稼

働
か
ら
二
一
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
新
た

な
施
設
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
広
域
処
理
を
展
望
し
て
お
り
、
同

市
と
鎌
倉
市
、
逗
子
市
、
三
浦
市
、
葉
山

町
の
四
市
一
町
が
合
同
で
処
理
施
設
建
設

を
検
討
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
稼
働

を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
横
須
賀
市
の
八

木
橋
丈
夫
環
境
部
長
は
、「
広
域
処
理
施
設

の
建
設
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
。
国

の
補
助
は
不
可
欠
」
と
強
調
す
る
。

「
三
位
一
体
と
い
う
方
向
は
大
枠
と
し

て
は
自
治
体
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
い

う
こ
と
で
理
解
は
し
て
い
る
。
し
か
し
、

各
自
治
体
で
施
設
整
備
状
況
や
計
画
に
は

温
度
差
が
あ
る
。
各
自
治
体
が
事
情
を
抱

え
た
中
で
廃
棄
物
処
理
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
す
べ
て
一
般
財
源
化
と
い
う
の

は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
八
木
橋
部
長
は

話
す
。
環
境
対
策
は
一
自
治
体
で
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解
だ
。
補
助
金

に
は
柔
軟
な
対
応
を
求
め
て
い
る
。

新
技
術
導
入
の
足
か
せ
懸
念
も

複
数
の
省
庁
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、「
す
べ
て
の
処
理
施
設
が
対
象
と
な

る
の
か
、
全
体
像
が
見
え
な
い
部
分
が
あ

る
」
と
困
惑
気
味
だ
。
市
と
し
て
の
対
応

に
つ
い
て
も
、
制
度
の
全
体
像
を
つ
か
ん

で
か
ら
対
策
を
練
っ
て
い
く
考
え
だ
。
施

設
整
備
を
終
え
た
ば
か
り
の
地
域
が
多
い

と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
に
つ
い
て
は
各
地
域
ほ
ぼ
終
え
て
い

る
が
、
炉
そ
の
も
の
ま
で
の
対
応
と
い
う

こ
と
で
は
、
ま
だ
ま
だ
近
い
将
来
整
備
が

必
要
な
地
域
が
多
く
あ
る
」
と
見
る
。

横
須
賀
市
は
焼
却
量
、
最
終
処
分
量
の

減
少
を
図
り
、
〇
一
年
度
か
ら
新
た
な
分

別
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
更
に
可
燃
ご
み

の
中
か
ら
生
ご
み
を
選
別
し
バ
イ
オ
ガ
ス

化
し
て
自
動
車
燃
料
に
す
る
実
験
な
ど
も

進
め
て
い
る
。
今
後
も
四
市
一
町
が
協
議

し
な
が
ら
再
資
源
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
く
方
針
だ
が
、
今
回
の
国
の
補
助
金
削

減
は
、
こ
う
し
た
新
技
術
導
入
の
足
か
せ

と
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

「
先
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
時
の
よ

う
な
特
殊
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
時
に
、
小

規
模
自
治
体
で
対
処
で
き
る
か
と
い
う
問

題
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
懸
念

す
る
。「
現
場
を
預
か
る
も
の
と
し
て
は
、

国
の
支
援
は
絶
対
に
必
要
だ
と
思
う
」
と

切
実
な
願
い
を
訴
え
る
。
三
位
一
体
と
い

う
自
治
体
の
自
主
的
な
運
営
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
賛
成
だ
が
、
環
境
分
野
に
つ
い

て
は
地
域
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
国
が

的
確
な
方
向
性
を
示
し
た
上
で
、
必
要
な

も
の
は
支
援
し
て
い
く
べ
き
と
い
う
の
が
、

中
小
自
治
体
の
一
致
し
た
意
見
だ
。

総
論
賛
成
で
も
制

度
撤
廃
に
は
反
対

廃棄物編w 中小自治体の反乱

今週の紙面
◇
試
験
所
認
定
分
析
機
関
の
協
議
会
設
立
・
２
面

◇
国
際
光
触
媒
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
が
閉
幕
・
・
３
面

◇
Ｃ
Ｓ
Ｒ
国
際
規
格
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
策
定
支
持
３
面

◇
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
が
10
月
開
始
・
・
・
４
面

◇
千
葉
市
と
四
街
道
市
が
合
同
焼
却
炉
の

建
設
を
断
念
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
面

◇
一
級
河
川
の
環
境
基
準
達
成
が
88
％
に
・
７
面

◇
新
製
品
・
新
技
術
情
報
・
・
・
・
・
・
・
８
面

Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
国
内
受
け
皿
と
し

て
日
本
規
格
協
会
に
設
置
さ
れ

国
際
電
気
標
準
会
議
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
は
来
月
に
も
、
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令
に
関
す
る
分
析
試
験
法
の
原
案
を
ま
と
め
る
。
環
境
諮
問

委
員
会
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ａ
）
の
下
に
設
置
さ
れ
た
ア
ド
ホ
ッ
ク
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
、
同
分
析
試
験
法
の
検
討
を
開
始
し
て

お
り
、
当
面
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
六
物
質
に
つ
い
て
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
活
用
す
る
蛍
光
Ｘ
線
装
置
の
測
定
法
な
ど
の
検
討

を
進
め
る
。
そ
の
後
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
下
部
組
織
で
あ
る
標
準
管
理
評
議
会
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
）
で
、
技
術
委
員
会
（
Ｔ
Ｃ
）
の
設
置
が
順

調
に
可
決
さ
れ
れ
ば
、
今
秋
に
も
Ｔ
Ｃ
で
標
準
化
に
向
け
た
作
業
が
始
ま
る
。
遅
く
と
も
二
〇
〇
五
年
七
月
ま
で
に
は
規
格
化

す
る
見
通
し
。

て
い
る
「
電
気
・
電
子
機
器
に

お
け
る
環
境
分
野
の
国
際
規
格

適
正
化
調
査
委
員
会
」
が
五
月

末
に
開
催
さ
れ
た
。同
委
に
は
、

同
委
の
下
に
設
置
さ
れ
た
製
品

含
有
化
学
物
質
測
定
Ｗ
Ｇ
か

ら
、
日
本
代
表
委
員
と
し
て
電

子
情
報
技
術
産
業
協
会
の
坂
本

茂
實
氏
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
会
議
に
は
、
坂
本

氏
の
ほ
か
、
東
芝
の
竹
中
み
ゆ

き
氏
と
島
津
製
作
所
の
山
下
昇

氏
が
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
郊
外
で
行
な
わ
れ
た
ア
ド

ホ
ッ
ク
Ｗ
Ｇ
に
参
加
し
、
蛍
光

Ｘ
線
に
よ
る
測
定
法
の
た
た
き

台
作
成
に
向
け
て
活
動
を
開
始

し
た
。

一
方
、
環
境
配
慮
設
計
（
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
に
つ
い
て
は
、
先
に
Ｉ

Ｅ
Ｃ
の
活
動
推
進
評
議
会
（
Ａ

Ｐ
Ｃ
）の
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ａ
分
科
会
で
、

来
年
一
月
の
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
法
施
行
を
控
え
注
目
さ
れ

て
い
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
普
通

自
動
車
で
一
万
〜
一
万
八
〇
〇

〇
円
程
度
の
水
準
に
な
る
見
込

み
だ
。
産
業
構
造
審
議
会
と
中

央
環
境
審
議
会
の
合
同
会
議
が

国
内
メ
ー
カ
ー
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
水
準
イ
メ
ー
ジ
を
示

し
た
。
今
月
中
に
は
各
社
が
正

式
な
料
金
を
開
示
す
る
。
当
初

は
二
万
円
前
後
と
見
ら
れ
て
い

た
が
、
集
中
処
理
の
シ
ス
テ
ム

確
立
な
ど
で
コ
ス
ト
を
抑
え

た
。
輸
入
自
動
車
に
つ
い
て
は

来
月
下
旬
に
公
表
さ
れ
る
予
定

だ
が
、
間
接
コ
ス
ト
な
ど
の
関

係
で
国
内
車
よ
り
や
や
高
め
の

水
準
と
な
る
模
様
だ
。

産
構
審
環
境
部
会
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
小
委
員
会
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
と
中
環
審
廃
棄
物
・
リ
サ

イ
ク
ル
部
会
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
専
門
委
員
会
は
国
内
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
検
討
中
の
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
。
こ
れ
を
基
に
料

金
水
準
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
ま

と
め
、
十
二
日
の
会
合
の
席
で

示
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
カ

ー
エ
ア
コ
ン
や
エ
ア
バ
ッ
グ
の

有
無
、
Ａ
Ｓ
Ｒ
発
生
見
込
み
の

重
量
な
ど
に
よ
り
異
な
る
も
の

の
、
代
表
的
な
料
金
水
準
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
普
通
自
動

車
（
エ
ア
バ
ッ
グ
四
個
、
エ
ア

コ
ン
あ
り
の
場
合
）
で
一
万
〜

一
万
八
〇
〇
〇
円
と
な
っ
た
。

軽
自
動
車（
同
様
の
ケ
ー
ス
）

は
七
〇
〇
〇
〜
一
万
六
〇
〇
〇

円
、
中
・
大
型
ト
ラ
ッ
ク
（
平

ボ
デ
ィ
ー
、エ
ア
バ
ッ
グ
二
個
、

エ
ア
コ
ン
あ
り
）
は
一
万
〜
一

万
六
〇
〇
〇
円
程
度
、
大
型
路

線
・
観
光
バ
ス
（
エ
ア
バ
ッ
グ

二
個
、
エ
ア
コ
ン
あ
り
）
は
四

万
〜
六
万
五
〇
〇
〇
円
程
度
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
資
金

管
理
法
人
、
情
報
管
理
セ
ン
タ

ー
の
指
定
を
受
け
て
い
る
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー

が
資
金
管
理
料
金
三
八
〇
〜
四

八
〇
円
、
情
報
管
理
料
金
一
三

〇
円
を
徴
収
す
る
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
は
相
当

の
コ
ス
ト
が
掛
か
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
当
初
は
普
通
自
動
車

で
二
万
円
程
度
に
な
る
の
で
は

と
見
ら
れ
て
い
た
。
会
合
で
も

料
金
が
予
想
よ
り
低
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
た

が
、
メ
ー
カ
ー
サ
イ
ド
で
は
、

「
一
万
〜
一
万
八
〇
〇
〇
円
の

範
囲
と
い
う
こ
と
で
、
当
初
予

想
と
大
き
く
か
け
離
れ
た
数
字

で
は
な
い
。
各
社
の
企
業
努
力

と
集
中
処
理
シ
ス
テ
ム
の
確
立

な
ど
で
あ
る
程
度
処
理
コ
ス
ト

を
下
げ
ら
れ
る
見
通
し
が
つ
い

た
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

ま
た
、
金
額
に
幅
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、「
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
ダ
ス
ト
の
発
生
重
量
な
ど

が
車
種
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、
必
然
的
に
料
金
も
変
わ
っ

て
く
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
下
水
道
部
は
、

下
水
道
技
術
開
発
及
び
開
発
後

の
事
後
評
価
に
対
す
る
財
政
支

援
制
度
の
創
設
を
来
年
度
概
算

要
求
に
盛
り
込
め
る
か
内
部
検

討
を
進
め
て
い
る
。

下
水
道
分
野
で
は
、
汚
泥
を

活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な

ど
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応

や
、
導
入
に
向
け
検
討
が
進
む

排
出
権
調
整
制
度
な
ど
、
多
様

化
す
る
役
割
や
仕
組
み
へ
の
対

応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
民
間
の
技
術

開
発
に
対
す
る
公
的
資
金
援
助

は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
が
、
先
般
同
部
が
ま
と
め
た

「
第
三
次
下
水
道
新
技
術
五
カ

年
計
画
」
で
は
、「
国
と
し
て

一
定
方
向
の
技
術
開
発
を
必
要

と
す
る
場
合
、
民
間
へ
の
資
金

投
入
に
よ
り
、
効
率
的
な
技
術

開
発
が
期
待
で
き
る
」
と
し
、

民
間
な
ど
の
技
術
開
発
を
促
進

す
る
手
法
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
同
省
で
は
、
優
れ
た

技
術
開
発
に
対
す
る
優
遇
措
置

に
つ
い
て
も
検
討
課
題
と
し
て

い
る
。

日
本
代
表
で
あ
る
唐
門
秀
明
氏

（
当
時
・
ソ
ニ
ー
）
と
同
Ｗ
Ｇ

３
の
佐
藤
孝
夫
氏
（
リ
コ
ー
）

を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
の
活

動
に
よ
り
、
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
な
ど

関
連
団
体
の
既
存
ガ
イ
ド
を
踏

ま
え
た
日
本
案
を
主
体
と
し
た

Ｅ
Ｃ
Ｄ
ガ
イ
ド
案
を
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に

提
案
し
た
。

今
後
、
同
Ｔ
Ｃ
で
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ガ

イ
ド
の
標
準
化
に
向
け
た
作
業

を
進
め
る
。
そ
の
後
、
そ
の
ガ

イ
ド
標
準
化
を
基
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規

格
を
作
成
。経
済
産
業
省
で
は
、

新
Ｔ
Ｃ
で
日
本
が
幹
事
国
と
な

り
、
座
長
に
国
内
の
大
学
教
授

を
据
え
た
い
意
向
だ
。

Ｅ
Ｃ
Ｄ
ガ
イ
ド
案
で
は
、
電

気
電
子
製
品
の
設
計
及
び
開
発

へ
の
環
境
側
面
の
統
合
に
つ
い

て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
製
品
開

発
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
す
る
人
々

に
適
用
さ
れ
る
。
環
境
側
面
や

環
境
影
響
、ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、

Ｌ
Ｃ
Ａ
な
ど
を
定
義
。

ま
た
、
戦
略
的
な
考
慮
事
項

と
し
て
、
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
に
わ
た
る
環
境
影
響

低
減
目
標
を
定
め
て
い
る
ほ

か
、
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最

欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
）
は
七

日
、
二
〇
〇
五
年
一
月
か
ら
開

始
予
定
の
欧
州
排
出
権
取
引
制

度
で
初
め
て
、
Ｅ
Ｕ
域
内
八
カ

国
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
権
の
割
当
計
画

を
承
認
し
た
。
今
回
は
、
五
一

三
七
社
の
参
加
を
承
認
。
割
り

当
て
ら
れ
た
排
出
量
の
合
計

は
、
二
八
億
七
九
六
〇
万
ｔ
に

上
る
。

各
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
割
当

計
画
は
、
二
〇
〇
五
〜
〇
七
年

の
取
引
期
間
に
お
け
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
権
。エ
ネ
ル
ギ
ー
、

産
業
の
両
部
門
を
中
心
に
、
今

後
、
Ｅ
Ｕ
二
五
カ
国
で
合
計
一

万
二
〇
〇
〇
社
が
対
象
と
な
る

見
通
し
。

発
表
に
当
た
り
、
Ｅ
Ｕ
の
マ

ー
ゴ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ル
ス
ト
ロ
ー

ム
環
境
委
員
は
、「
今
回
の
決

定
は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
、

我
々
が
気
候
変
動
政
策
に
真
摯

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
排
出

権
取
引
制
度
が
開
始
へ
向
け
計

画
通
り
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示

す
」
と
強
調
し
て
い
る
。

今
回
の
八
カ
国
の
う
ち
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
五
カ
国
が
無
条

件
で
承
認
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

の
山
本
良
一
教
授
ら
が
主
宰
す

る
産
学
連
携
の
「
エ
コ
エ
フ
ィ

シ
ェ
ン
シ
ー
と
エ
コ
デ
ザ
イ
ン

技
術
特
別
研
究
会
」（
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
を
中
心
と
す
る
グ
ル

ー
プ
は
十
一
日
、「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
経
済
の
総
合
戦
略
」
と
題

す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
に
お

け
る
一
〇
〇
兆
円
規
模
の
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
市
場
の
創
設
や
、
四

五
〇
〇
万
世
帯
の
グ
リ
ー
ン
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
化
、
憲
法
へ
の

環
境
条
項
の
明
記
、
環
境
・
社

会
・
経
済
政
策
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
公
表
と
政
策
遂
行
な
ど
を
掲

げ
て
い
る
。

戦
略
の
柱
は
、
①
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
社
会
的
合
意
形
成
②
Ｃ
Ｓ

Ｒ
経
営
と
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
推
進
③
グ

リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
の
育

成
④
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
の
創

出
⑤
脱
化
石
資
源
社
会
の
構
築

⑥
グ
リ
ー
ン
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

国
富
の
形
成
⑦
グ
リ
ー
ン
・
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
国
家
体
制
の
構
築

⑧
日
本
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ

る
世
界
の
環
境
戦
略
の
展
開
│

│
の
八
分
野
か
ら
な
る
。

こ
の
戦
略
は
、
同
グ
ル
ー
プ

が
九
〜
十
一
日
に
箱
根
で
実
施

し
た
集
中
討
議
の
成
果
を
集
約

し
た
も
の
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

加
盟
社
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
Ｓ
Ｒ
Ｉ
関

係
企
業
等
の
ほ
か
、
北
川
正
恭

早
稲
田
大
学
教
授
（
前
三
重
県

知
事
）、
植
田
和
弘
京
都
大
学

教
授
、
加
藤
三
郎
環
境
文
明
21

代
表
理
事
ら
を
含
む
約
七
〇
名

が
参
加
し
た
。

連
絡
先
は
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
事

務
局
（
０
３
・
５
４
５
２
・
６

０
９
８
内
線
５
７
７
８
０
）。

ア
、
ド
イ
ツ
、
英
国
に
つ
い
て

は
技
術
的
な
修
正
が
求
め
ら
れ

た
上
で
承
認
さ
れ
た
と
い
う
。

な
お
、
承
認
を
受
け
た
八
カ
国

の
企
業
数
（
か
っ
こ
内
は
排
出

量
）
の
合
計
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下

の
通
り
。

▽
オ
ー
ス
ト
リ
ア
二
〇
五
社

（
九
八
二
〇
万
ｔ
）
▽
デ
ン
マ

ー
ク
三
六
二
社
（
一
億
五
〇
万

ｔ
）
▽
ド
イ
ツ
二
四
一
九
社

（
一
四
億
九
七
〇
〇
万
ｔ
）
▽

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
一
四
三
社
（
六

七
〇
〇
万
ｔ
）
▽
オ
ラ
ン
ダ
三

三
三
社
（
二
八
億
五
九
〇
〇
万

ｔ
）
▽
ス
ロ
ベ
ニ
ア
九
八
社

（
二
六
三
〇
万
ｔ
）
▽
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
四
九
九
社
（
六
八
七
〇

万
ｔ
）
▽
英
国
一
〇
七
八
社

（
七
億
三
六
〇
〇
万
ｔ
）

適
化
、
技
術
革
新
及
び
創
造
性

の
刺
激
、
リ
ス
ク
の
軽
減
な
ど

潜
在
的
に
期
待
で
き
る
利
益
を

記
し
て
い
る
。

更
に
、
設
計
・
開
発
プ
ロ
セ

ス
で
の
環
境
関
連
活
動
事
項

や
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

設
計
考
慮
事
項
と
し
て
、
材
料

効
率
の
改
善
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
改
善
、有
害
物
質
の
回
避
、

製
品
の
耐
久
性
向
上
、
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
、
消

耗
品
、
こ
れ
ら
事
項
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
（
付
属
書
Ａ
）
な
ど

を
定
め
て
い
る
。

排
出
枠
調
整
手
法
の
導
入
な

ど
に
向
け
、
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
る
流
域
別
下
水
道
整
備

総
合
計
画
（
流
総
計
画
）
で
は
、

複
数
都
府
県
に
ま
た
が
る
広
域

水
域
の
計
画
一
本
化
が
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
本
化
に

向
け
、
計
画
策
定
に
向
け
た
基

本
方
針
を
国
土
交
通
大
臣
が
策

定
す
る
方
向
性
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

現
行
の
制
度
上
、
流
総
計
画

は
、
関
係
す
る
都
府
県
が
個
別

に
計
画
を
策
定
す
る
。
策
定
に

当
た
り
、
関
係
都
府
県
間
で
調

整
さ
れ
る
が
、
計
画
自
体
は
都

府
県
の
数
だ
け
あ
る
。
ま
た
、

国
は
各
都
府
県
が
策
定
し
た
計

画
に
対
し
、
個
別
に
同
意
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
湾
や
伊
勢
湾
な
ど
三
大

湾
を
始
め
と
し
た
広
域
水
域
で

は
高
額
だ
が
高
度
処
理
化
な
ど

に
よ
り
、
更
な
る
水
質
改
善
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
逼
迫

ひ
っ
ぱ
く

す
る
下
水
道
財
政
の
状
況
な
ど

か
ら
効
率
的
な
流
域
の
高
度
処

理
化
に
向
け
た
手
法
が
望
ま
れ

て
い
る
。
国
交
相
が
基
本
方
針

を
定
め
る
こ
と
で
、
共
通
目
標

を
明
確
に
し
、
計
画
の
一
本
化

に
道
筋
を
付
け
る
考
え
だ
。

先
ご
ろ
中
間
報
告
を
ま
と
め

た
下
水
道
政
策
研
究
委
員
会
の

流
域
管
理
小
委
員
会
で
は
、
広

域
水
域
に
お
け
る
流
総
計
画
の

一
本
化
に
つ
い
て
触
れ
て
い

る
。特

に
広
域
水
域
の
中
で
も
、

三
大
湾
の
よ
う
な
重
要
性
が
極

め
て
高
い
水
域
は
、
国
土
交
通

大
臣
が
基
本
方
針
を
定
め
、
関

係
都
道
府
県
が
共
通
の
計
画
を

策
定
す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
も

視
野
。

流
域
管
理
小
委
で
は
、
重
要

水
域
に
つ
い
て
、
国
が
自
ら
計

画
を
策
定
す
る
ほ
か
、
大
規
模

高
度
処
理
施
設
や
放
流
管
渠
な

ど
重
要
な
施
設
、
複
数
都
府
県

に
ま
た
が
る
流
域
で
の
下
水
道

シ
ス
テ
ム
統
合
管
理
な
ど
の
主

体
と
し
て
の
国
の
役
割
に
も
言

及
し
て
い
る
。

国
交
相
が
基
本
方
針

流
総
計
画
一
本
化
で
検
討

東京湾など
重 要 水 域

国
交
省

秋
に
は
標
準
化
の
作
業
も

カ
ド
ミ
な
ど
６
物
質

Ｉ
Ｅ
Ｃ
が

原
案
作
成

R o H S指令

来
月
に
も
分
析
試
験
法

来
月
に
も
分
析
試
験
法 

来
月
に
も
分
析
試
験
法 

８
カ
国
5000
社
承
認

合
計
で
28
億
ｔ

自動車リサ
イクル料金

ウォルストロ
ーム環境委員

山本東大教授

排 出 権
割当計画

Ｅ
Ｕ
が
来
年

か
ら
取
引
開
始

施
行
控
え
水
準
示
す

技
術
開
発
支
援
へ

産
構
審
・
中
環

審
合
同
会
議

普
通
車

普
通
車
で
１
万
〜
１
万
　
円

万
　
円 

8000

普
通
車
で
１
万
〜
１
万
　
円 

8000

国
交
省
下
水
道
部

助
成
制
度
を
検
討

2010年の環境ビジネス

100兆円市場創設を
SPEEEDが提言サステナブル経

済の総合戦略
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この夏から、導入にむけての議論がいよいよ本格化する環境税。 
政策提言NGO『「環境・持続社会」研究センター』（JACSES）の研究員が、
公正で効果的な制度の在り方を検討し、利権まみれの税制ではない、税
金の集め方と使い方を市民（納税者）がトータルに提案し、実施を監視
するための道筋を示します。  
環境省、財務省、第一線の研究者、税理士、企業人とのディスカッションとモ
ニタリングをもとに書き下ろされた、霞が関・永田町発ではない、その意味でも
画期的な税財政改革の提言書です。 

1章　環境税の現在 

2章　環境税と環境保全 

3章　環境税と経済・雇用 

4章　環境税と暮らし・福祉 

5章　環境税と税制・財政 

6章　地球温暖化防止のための 
　　  環境税のデザイン 

7章　環境税と市民 

ENVIRONMENTAL TAX

税財政改革と 
持続可能な 
福祉社会 

齋
藤

さ
い
と
う

浩
ひ
ろ
し

氏
が
就
任

環境経営・エネルギー（第３種郵便物認可） （毎週水曜日発行） 平成１6年（2004年）7月28日（水曜日） （2）

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル 

経
済
の
戦
略 

上 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル 

経
済
の
戦
略 

「
エ
コ
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ
ー
と
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
技
術
特

別
研
究
会
」（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
、
代
表
・
山
本
良
一
東
京
大

学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
ほ
か
）
と
日
本
興
亜
損
保
は
九

日
か
ら
十
一
日
ま
で
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
済
の
戦
略
を
考

え
る
」
研
究
会
を
箱
根
で
開
き
、
総
合
戦
略
を
ま
と
め
た
。

今
回
の
研
究
会
に
は
産
学
官
の
キ
ー
マ
ン
ら
約
七
〇
名
が

参
加
し
、
Ｃ
Ｒ
Ｓ
な
ど
関
連
の
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

発
表
や
討
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
主
な
概
要
を
三
回
連
載

で
紹
介
す
る
。
初
回
は
、
山
本
教
授
に
よ
る
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
経
済
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
政
策
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

（
七
月
十
四
日
付
１
面
に
一
部
概
要
既
報
）

そ
の
中
身
は
、
企
業
で
は
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
環
境

配
慮
、
社
会
配
慮
、
個
人
で
は

経
済
的
自
立
と
納
税
、
そ
し
て

環
境
配
慮
と
社
会
配
慮
で
あ

る
。

環
境
配
慮
の
手
段
は
デ
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
経
済
と

環
境
影
響
の
分
離
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
環
境
効
率
と
資
源

生
産
性
の
飛
躍
的
な
向
上
が
不

可
欠
で
あ
り
、
脱
物
質
化
、
物

質
代
替
化
、
脱
炭
素
化
が
戦
略

と
な
る
。

「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
」
の
最
新
（
二
〇
〇

四
年
）の
分
析
結
果
に
よ
る
と
、

一
人
当
た
り
の
環
境
面
積
要
求

量
は
、
ア
メ
リ
カ
が
九
・
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
日
本
が
三
・
九
ヘ

経
済
と
環
境

影
響
の
分
離
を

私
達
は
い
ま
「
地
球
破
局
」

と
「
社
会
崩
壊
」
に
直
面
し
て

い
る
。
ど
う
す
れ
ば
こ
の
二
つ

の
問
題
を
解
決
で
き
る
か
。
最

大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
Ｓ
Ｒ
（
社

会
的
責
任
）だ
と
考
え
て
い
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
と
政
策

山
本

や
ま
も
と

良
一

り
ょ
う
い
ち

東
大
教
授

ク
タ
ー
ル
、
中
国
が
一
・
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
は
五
・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
は
一
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

先
進
国
は
途
上
国
の
約
四
倍
と

な
っ
て
い
る
。
分
析
対
象
の
一

三
八
カ
国
全
体
で
は
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
環
境
面
積
要
求
量
を
二

〇
％
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
社
会
と
し
て
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
世
界
市
民

一
人
当
た
り
の
環
境
面
積
要
求

量
を
同
じ
に
す
る
に
は
ど
う
す

べ
き
か
。
今
回
の
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
結
果

を
前
提
に
、
私
は
「
フ
ァ
ク
タ

ー
Ｘ
」の
計
算
を
や
り
直
し
た
。

途
上
国
の
人
口
は
更
に
三
〇
億

増
え
、
先
進
国
で
は
人
口
増
が

な
い
と
仮
定
し
た
。

そ
の
結
果
は
実
に
驚
く
べ
き

も
の
で
、
先
進
国
は
一
人
当
た

り
の
環
境
面
積
要
求
量
を
何
と

五
分
の
一
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
間
単
に
言
う
と
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
を
八

〇
％
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
方
、
途
上
国
も
一
人
当

た
り
の
環
境
面
積
要
求
量
を
一

四
％
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
先
進
国
の

み
な
ら
ず
途
上
国
に
も
求
め
ら

れ
て
い
る
環
境
効
率
、
資
源
生

産
性
の
増
加
量
は
莫
大
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

先
進
国
に
お
け
る
経
済
と
環

境
影
響
の
分
離
は
若
干
し
か
進

ん
で
い
な
い
。
私
達
は
エ
コ
デ

ザ
イ
ン
に
全
力
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
生
活
の
質
を
上
げ
な
が

ら
環
境
影
響
を
下
げ
る
こ
と
は

十
分
可
能
で
あ
る
。

二
十
世
紀
型
の
地
球
の
限
界

を
考
え
な
い
大
量
生
産
・
消

費
・
廃
棄
の
工
業
経
済
か
ら
、

九
二
年
の
リ
オ
サ
ミ
ッ
ト
以
降

は
環
境
経
済
に
移
行
し
た
。
今

後
は
更
に
社
会
環
境
経
済
へ
移

っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
際
、
環
境
影
響
と
と

も
に
社
会
影
響
の
評
価
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

環
境
影
響
の
評
価
は
随
分
進

歩
し
た
。
た
と
え
ば
通
産
省
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
等
に
よ

る
と
、
一
ｔ
の
炭
酸
ガ
ス
の
放

出
は
九
一
八
円
の
社
会
資
産
の

損
失
や
、
日
本
人
の
〇
・
〇
二

六
日
の
寿
命
減
少
を
招
く
。
新

日
本
製
鉄
は
年
間
五
六
〇
〇
万

ｔ
の
炭
酸
ガ
ス
を
放
出
し
て
い

る
が
、
そ
の
環
境
影
響
を
計
算

で
き
る
時
代
に
入
っ
て
い
る
。

社
会
各
層
が

政
策
提
言
を

そ
れ
に
対
し
、
社
会
影
響
評

価
の
方
は
、
枠
組
み
も
計
算
方

法
も
ほ
と
ん
ど
進
歩
し
て
い
な

い
。企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、

日
本
人
全
体
の
出
生
率
や
離
婚

率
、
労
災
率
、
自
殺
率
、
失
業

率
、
貧
富
の
格
差
な
ど
に
ど
う

影
響
す
る
の
か
、
そ
う
し
た
定

量
的
関
係
は
全
く
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。
人
の
健
康
、
生
活
の

質
、
社
会
の
健
全
性
、
文
化
の

多
様
性
な
ど
、
統
合
化
の
指
標

に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
社
会
適

合
設
計
」
を
確
立
し
、「
環
境

適
合
設
計
」
と
統
合
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
エ
コ
デ

ザ
イ
ン
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
統
合
は
大
き
な
流
れ
に
な

っ
て
い
る
。

政
策
、
技
術
、
経
営
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
あ
ら
ゆ
る
レ

ベ
ル
で
環
境
革
新
を
引
き
起
こ

し
、
そ
れ
を
伝
播
、
普
及
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は

こ
の
複
雑
化
し
た
社
会
を
ど
う

変
え
て
い
く
か
、
そ
の
た
め
の

有
効
な
政
策
を
い
か
に
立
案

し
、
社
会
の
中
に
ビ
ル
ド
イ
ン

し
て
い
く
か
で
あ
る
。

審
議
会
の
専
門
家
の
頭
脳
を

い
か
に
結
集
し
て
も
、
有
効
な

政
策
立
案
は
不
可
能
だ
と
思

う
。
少
数
の
専
門
化
が
政
策
立

案
す
る
時
代
は
と
っ
く
に
終
わ

っ
て
い
る
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

各
層
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
政
策

提
言
を
受
け
、
そ
れ
ら
を
練
り

上
げ
て
有
効
な
環
境
政
策
を
立

案
し
て
い
く
時
代
に
入
っ
て
い

る
。
そ
し
て
得
ら
れ
た
政
策
を

ど
う
実
行
し
て
い
く
か
が
非
常

に
問
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
を

徹
底
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
社
会
的
責
任

新
刊
紹
介

新
刊
紹
介 

新
刊
紹
介 

有
害
物
質
小
辞
典

泉
邦
彦
　
著

本
書
は
、
大
気
、
水
、
土
壌
、

食
品
な
ど
一
般
生
活
環
境
の
有

害
物
質
汚
染
の
実
態
と
、
生
体

に
及
ぼ
す
影
響
、
規
制
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
な
知
識
が
得
ら

れ
る
ハ
ン
デ
ィ
な
小
事
典
。
企

業
や
自
治
体
の
化
学
物
質
管
理

業
務
の
担
当
者
や
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
、
環
境
問
題
の
研
究
者
、

ま
た
環
境
問
題
に
関
心
を
持
つ

個
人
や
市
民
団
体
、
建
設
業
関

係
者
な
ど
、
幅
広
い
読
者
層
に

マ
ッ
チ
す
る
。

内
容
は
、
「
用
語
編
」
と

「
物
質
編
」
の
二
編
に
大
別
さ

れ
る
。
用
語
編
で
は
、
元
素
と

化
合
物
と
い
っ
た
基
礎
的
事
項

か
ら
、
毒
性
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、

内
分
泌
撹
乱
性
、
発
が
ん
性
な

ど
、
更
に
は
ア
メ
リ
カ
の
生

殖
・
発
生
毒
性
物
質
リ
ス
ト
や

有
害
汚
染
物
質
・
廃
棄
物
指
定

の
ほ
か
、
バ
ー
ゼ
ル
条
約
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ

Ｒ
制
度
な
ど
、
最
新
の
用
語
ま

で
分
か
り
や
す
く
解
説
。

物
質
編
は
、
約
二
五
〇
物
質

に
つ
い
て
、
用
途
、
毒
性
、
汚

染
と
規
制
の
状
況
な
ど
を
簡
潔

に
記
し
て
い
る
。
一
般
生
活
環

境
を
広
く
汚
染
す
る
可
能
性
の

高
い
、
有
害
性
の
顕
著
な
も
の

を
優
先
し
て
取
り
上
げ
た
。

個
々
の
毒
性
と
リ
ス
ク
を
調

べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
欧
米
の

規
制
を
参
考
に
日
本
で
の
規
制

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
格
好
の

資
料
に
も
な
る
。

二
七
三
〇
円
（
税
込
）。
研

究
社
刊
。

売
す
る
。
ボ
ッ
ク
ス
に
は
再
生

紙
を
九
〇
％
以
上
使
用
し
、
印

刷
イ
ン
ク
も
環
境
へ
の
影
響
が

少
な
い
も
の
を
採
用
し
た
。

■
…
世
界
自
然
保
護
基
金
（
Ｗ

Ｗ
Ｆ
）
ジ
ャ
パ
ン
は
九
月
二
十

九
日
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
深
刻
化

す
る
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
の
国

内
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を
東
京

都
江
東
区
の
日
本
科
学
未
来
館

で
開
催
す
る
。
シ
ン
ポ
で
は
、

Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
が
先
月
に
概

要
版
を
作
成
し
た
国
内
排
出
量

取
引
提
案
の
本
報
告
書
を
発
表

す
る
予
定
。
ま
た
、
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ

の
森
島
昭
夫
氏
や
国
連
環
境
計

画
・
金
融
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
の
末
吉
竹
二
郎

氏
、
ナ
ッ
ト
ソ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
の
片
桐
誠
社
長
ら
に
よ
る
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
通
じ
て
、
京
都
議
定

書
の
目
標
達
成
へ
向
け
た
国
内

政
策
を
議
論
す
る
予
定
。

参
加
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は

Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
・
気
候
変
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
０
３
・
３
７
６

９
・
３
５
０
９
）
ま
で
。

■
…
あ
ず
さ
監
査
法
人
な
ど
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
四

社
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
事
例

と
導
入
実
践
」
を
、
来
月
三
日

に
東
京
都
千
代
田
区
の
経
団
連

会
館
で
、
同
四
日
に
大
阪
市
北

区
の
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
で

そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
。
同
監
査

法
人
の
担
当
者
や
同
グ
ル
ー
プ

の
欧
州
担
当
者
を
始
め
、
厚
生

年
金
基
金
連
合
会
の
的
山
紀
道

氏
ら
が
講
演
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営

に
関
す
る
内
部
管
理
モ
デ
ル
や

実
践
事
例
、
企
業
統
治
の
あ
り

方
な
ど
を
紹
介
す
る
予
定
。
問

い
合
わ
せ
は
同
監
査
法
人
広
報

室
（
０
３
・
３
２
６
６
・
７
５

５
２
）
ま
で
。

環
境
配
慮
型
の
テ
ィ
シ
ュ

王
子
ネ
ピ
ア

ボ
ッ
ク
ス
取

り
出
し
口
の
フ
ィ
ル
ム
を
無
く

し
、
使
用
後
に
は
そ
の
ま
ま
リ

サ
イ
ク
ル
可
能
な
環
境
配
慮
型

の
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
「
ホ
ク

シ
ー
テ
ィ
シ
ュ
１
５
０
組
エ
コ

ボ
ッ
ク
ス
」
を
発
売
し
た
。
再

生
紙
を
利
用
し
た
ト
イ
レ
ッ
ト

ロ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｈ
ｏ
ｘ
ｙ

ｂ
ｙ
　
ｎ
ｅ
ｐ
ｉ
ａ
」
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
、
五
個
パ
ッ
ク
で
販

事
務
所
移
転

ビ
ー
ボ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

来
月
二
日
か
ら
、
海
外
植
林

事
業
部
の
事
務
所
を
左
記
に
移

転
す
る
。

▽
東
京
都
西
東
京
市
田
無
町

三
ノ
五
ノ
四
（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
は
従
来
通
り
）

日
本
検
査（
東
京
都
中
央
区
、

０
３
・
３
５
３
７
・
３
６
６

１
）
は
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
関
連
事
業
を
強
化
す

る
。
従
来
の
品
質
に
加
え
、
環

境
や
労
働
・
安
全
衛
生
、
情
報

管
理
な
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
全
般
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
に
注
力
す
る
た
め
、
Ｑ

Ａ
コ
ン
サ
ル
室
を
「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
室
」（
高
橋
暁

室
長
）
に
改
組
し
た
。

特
に
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
関
連
業
務
に
力
を
入

れ
る
考
え
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
の
認
証
取
得
だ
け
で
な

く
、
企
業
の
経
営
改
善
や
収
益

向
上
な
ど
「
本
業
で
役
立
つ
事

業
展
開
を
目
指
す
」
方
針
だ
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
関
連

事
業
を
強
化

日
本
検
査

今
年
度
中
に
公
表
す
る
。
問
い

合
わ
せ
は
事
務
局
（
０
３
・
３

５
１
０
・
６
６
７
８
、

www.ekolink21.org

）
ま
で
。

秋
に
企
業
を
実
査

環境格付け

調
査
員
の
認
定
証

エ
コ
リ

ン
ク
21

の
委
員
が
研
修
に
当
た
っ
た
。

終
了
後
に
認
定
証
を
交
付
し
、

秋
の
企
業
実
査
に
派
遣
す
る
。

調
査
シ
ー
ト
は
、
昨
年
四
月

に
国
際
特
許
を
申
請
し
た
同
機

構
独
自
の
も
の
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
指
向
し

た
。
二
八
〇
項
目
の
詳
細
デ
ー

タ
を
採
取
す
る
方
式
で
、
主
と

し
て
製
造
業
向
け
だ
が
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
で
も
関
連
項
目
の

み
の
記
入
で
評
価
の
数
値
化
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ

ー
ト
は
九
月
末
に
回
答
を
締
め

切
り
、
採
点
と
直
接
ヒ
ア
リ
ン

グ
後
、
審
査
委
員
会
を
経
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
エ
コ
リ
ン
ク

21
環
境
国
際
総
合
機
構
（
東
京

都
中
央
区
、花
澤
義
和
理
事
長
）

は
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
二

日
間
、
全
国
か
ら
環
境
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
技
術
士
計
五
三
人
を

集
め
、
環
境
格
付
け
調
査
員
の

研
修
会
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
同
機
構
が
全
国
の

上
場
企
業
二
五
〇
〇
社
に
発
信

し
た
環
境
格
付
け
調
査
シ
ー
ト

に
基
づ
く
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

調
査
員
と
し
て
任
命
す
る
た
め

の
技
術
研
修
。
宮
田
英
明
摂
南

大
学
教
授
の
基
調
講
演
に
続

き
、
環
境
格
付
け
技
術
委
員
会

企
画
に
つ
い
て
環
境
対
応
を
強

化
す
る
方
針
で
、
市
場
や
顧
客

か
ら
の
環
境
要
求
に
関
す
る
情

報
を
収
集
や
、
自
社
や
他
社
を

分
析
し
、
環
境
配
慮
型
商
品
の

企
画
に
つ
な
げ
、
省
エ
ネ
設
計

を
行
な
う
。
製
品
開
発
の
流
れ

を
下
流
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト

か
ら
、
上
流
の
環
境
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
各
設
計
、
製
造
段

階
に
落
と
し
て
い
く
。

一
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
環

境
経
営
で
は
、
低
消
費
電
力
や

化
学
物
質
、
鉛
フ
リ
ー
、
グ
リ

ー
ン
調
達
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
資
源
を
全
グ
ル
ー
プ
で

最
適
配
分
す
る
。
例
え
ば
最
も

電
力
使
用
量
の
多
い
半
導
体
カ

ン
パ
ニ
ー
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

の
導
入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

対
応
す
る
。

カ
ン
パ
ニ
ー
ご
と
に
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
な
う
こ
と

で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
企

画
・
開
発
・
生
産
・
販
売
・
保

守
回
収
な
ど
業
務
プ
ロ
セ
ス
の

各
段
階
で
一
貫
し
た
環
境
配
慮

が
可
能
と
な
る
。

主
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

沖
電
気
工
業
は
来
年
三
月
を
め
ど
に
、
グ
ル
ー
プ
全
社
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
を
一

括
取
得
す
る
。
虎
ノ
門
本
社
と
蕨
サ
イ
ト
（
拠
点
）、
全
国
八
支
社
で
新
た
に
認
証
を
取
得
し
、

既
に
認
証
を
取
得
し
て
い
る
八
サ
イ
ト
と
統
合
す
る
。
国
内
と
海
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
つ

い
て
も
、
二
〇
〇
五
年
度
以
降
に
環
境
認
証
取
得
と
環
境
経
営
統
合
に
つ
い
て
検
討
を
開
始

す
る
予
定
。
ま
た
、
製
品
の
環
境
対
応
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
従
来
の
サ
イ
ト
型
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
カ
ン
パ
ニ
ー
（
事
業
部
）
主
体
の
推
進
体
制
を
追
加
し
、
全
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
環

境
経
営
の
構
築
を
目
指
す
。

本
社
、
８
支

社
で
取
得

海
外
分
の
検
討
も

全
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
環
境

経
営
は
、
組
織
と
個
人
の
業
務

計
画
に
環
境
目
標
を
設
定
す
る

ほ
か
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
製
品

へ
の
環
境
対
応
手
順
を
反
映
さ

せ
る
点
が
特
徴
。
ま
た
、
Ｒ
ｏ

Ｈ
Ｓ
対
応
や
鉛
フ
リ
ー
技
術
、

化
学
物
質
対
策
な
ど
を
グ
ル
ー

プ
内
で
共
有
す
る
ほ
か
、
環
境

投
資
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ
全
体

で
評
価
し
、
資
源
投
入
の
選
択

と
集
中
を
図
る
。
更
に
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
を
グ
ル
ー

プ
全
社
で
統
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
維
持
コ
ス
ト
を
従
来
の
一

五
〇
〇
万
〜
一
六
〇
〇
万
円
か

ら
約
五
〇
〇
万
円
へ
と
、
三
分

の
一
以
下
に
削
減
す
る
。

同
社
は
、
例
え
ば
、
金
融
事

業
で
は
、ハ
ー
ド
開
発
が
高
崎
、

ソ
フ
ト
開
発
が
蕨
、
企
画
・
営

業
が
芝
浦
と
、
カ
ン
パ
ニ
ー
が

複
数
の
拠
点
に
分
か
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
支
社
を
含
め

た
一
八
拠
点
で
、
こ
れ
ま
で
拠

点
ご
と
に
環
境
法
令
や
省
エ
ネ

な
ど
に
つ
い
て
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
し
て
き
た
。
た
だ
、
製

品
群
が
異
な
る
た
め
、
生
産
に

お
け
る
環
境
負
荷
低
減
な
ど
横

断
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

一
三
カ
ン
パ
ニ
ー
と
沖
デ
ー

タ
、
宮
崎
沖
、
宮
城
沖
を
合
計

し
た
一
六
部
門
で
部
門
ご
と
に

も
含
め
た
一
体
的
な
取
り
組
み

な
ど
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。

中
間
報
告
書
案
は
来
月
九
日

ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
、
今
後
の
中
間
報
告
書

作
成
に
反
映
す
る
予
定
。

「
日
本
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

世
界
を
市
場
に
展
開
し
て
お

り
、
競
争
力
も
あ
る
。
今
後
も

100
点
満
点
で
定
量
評
価

新
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

企業の取り組み

Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ

利
害
関
係
者
と
交
流
を

情
報
開
示
な
ど
重
要

ＣＳＲの
取り組み

経
産
省
懇
談
会

が
中
間
報
告
書

て
、
環
境
を
始
め
雇
用
、
人
権

な
ど
八
一
項
目
で
分
析
し
、
一

〇
〇
点
満
点
で
定
量
評
価
す
る

も
の
で
、
価
格
は
一
五
万
七
五

〇
〇
円
。
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
来
年
度

末
ま
で
に
同
社
が
提
供
す
る
環

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
は
こ
の
ほ

ど
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ

Ｓ
Ｒ
）
に
対
す
る
取
り
組
み
状

況
が
一
目
で
分
か
る
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
「
環
境
・
社
会
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
」
を
開
始
し
た
。
国

内
企
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

境
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
「
エ
コ

ロ
ジ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
へ
の

加
入
企
業
を
現
在
の
約
四
〇
〇

団
体
か
ら
七
〇
〇
団
体
ま
で
拡

大
し
た
い
考
え
。

新
サ
ー
ビ
ス
は
、
同
社
が
一

九
九
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
「
環
境

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
」
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

視
点
で
改
訂
し
た
も
の
。
従
来

の
環
境
に
関
す
る
七
分
野
三
九

項
目
の
評
価
指
標
を
見
直
す
と

と
も
に
、
環
境
省
の
環
境
報
告

書
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
参
考

と
し
て
、
雇
用
努
力
や
人
権
問

題
へ
の
取
り
組
み
、
企
業
倫
理

方
針
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
無
な

ど
社
会
面
に
関
す
る
評
価
項
目

を
追
加
。
六
分
野
八
一
項
目
に

内
容
を
拡
充
し
て
い
る
。

評
価
に
当
た
っ
て
は
、
基
本

的
に
各
社
の
報
告
書
な
ど
の
開

示
情
報
に
基
づ
い
て
実
施
。
項

目
ご
と
に
○
×
で
記
載
す
る
と

と
も
に
、
数
値
化
し
て
一
〇
〇

点
満
点
で
評
価
す
る
。
結
果
は

六
分
野
を
軸
と
す
る
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
図
示
す
る
な
ど
し

て
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
る
。

現
在
は
一
八
五
社
分
の
デ
ー

タ
を
掲
載
。
今
年
度
中
に
二
〇

〇
社
分
を
収
録
し
た
い
考
え
。

世
界
市
場
で
活
躍
で
き
る
余
地

点
で
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
。

行
動
原
理
が
読
め
な
い
分
、
動

向
を
推
測
す
る
の
が
難
し
い
」。

日
本
貿
易
振
興
会
ブ
ラ
ッ
セ
ル

事
務
所
長
や
、
通
商
政
策
局
国

年
に
向
け
て
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
ど
う
示
す
か
だ
」
と
明
快

な
答
え
。

産
業
界
に
対
し
て
は
、「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
と
同
じ
よ
う
な
発
想
で
、

先
進
的
な
環
境
対
策
を
進
め
て

い
る
こ
と
を
正
当
に
評
価
さ

れ
、
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ

ば
い
い
と
い
う
考
え
方
も
あ

る
。
何
で
も
経
済
的
利
益
で
考

え
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い

る
と
思
う
」
と
の
見
方
を
示
し

て
い
る
。

京
都
議
定
書
発
効
の
か
ぎ
を

握
る
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
、

「
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

へ
の
加
盟
問
題
な
ど
を
含
め
、

も
っ
と
幅
広
い
国
益
か
ら
の
視

歴
任
し
て
き
た
経
験
か
ら
観
測

す
る
。

重
要
な
環
境
施
策
と
し
て

は
、「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

大
綱
の
見
直
し
で
、
二
〇
一
〇

際
経
済
部
通

商
協
定
管
理

課
長
な
ど
を

が
大
き
い
」

と
期
待
を
込

め
る
。

当
だ
と
指
摘
。
そ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

先
進
事
例
の
収
集
・
分
析
や
そ

の
普
及
・
広
報
、
企
業
と
利
害

関
係
者
、
あ
る
い
は
企
業
同
士

の
情
報
交
換
の
場
を
設
定
す
る

こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に

は
、
検
証
・
評
価
作
業
に
重
点

を
置
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
通
じ
た
継
続
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
ほ
か
、

従
業
員
や
関
係
会
社
、
取
引
先

者
か
ら
の
要
請
や
意
見
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

る
。Ｉ

Ｓ
Ｏ
が
第
三
者
認
証
を
目

的
と
し
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
を
決
め
た
こ
と
に
対
し
て

は
、
国
と
し
て
積
極
的
に
ル
ー

ル
作
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
し
た
。

政
府
の
役
割
に
つ
い
て
は
、

企
業
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を

補
完
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
適

経
済
産
業
省
の
「
企
業
の
社

会
的
責
任
に
関
す
る
懇
談
会
」

（
座
長
・
伊
藤
邦
雄
一
橋
大
学

教
授
）
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た

中
間
報
告
書
案
に
よ
る
と
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

企
業
外
部
の
利
害
関
係
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常

に
重
要
で
、
情
報
開
示
と
説
明

責
任
が
そ
の
中
核
に
な
る
と
強

調
。
特
に
、
経
営
者
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
や
不
利
益
情
報
の
開

示
が
重
要
だ
と
し
、
利
害
関
係

社会適合設
計の確立を

来春めどに認証統合沖電気

グループ全社でネッ 
ト型環境経営構築へ 
グループ全社でネッ 
ト型環境経営構築へ 

経
産
省
産
業
技
術
環
境
局
長

大
綱
見
直
し
で
政

策
提
示
が
重
要
に

エ
コ
ロ
ジ
ー
と

歴
史
に
も
と
づ
く
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当
協
会
で
は
、に
お
い
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
お
答
え
し
て
お

り
、そ
の
数
は
年
間
数
百
件
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、皆
さ
ん
か
ら
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
や
、ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
知
識
を
集
約
し
、こ
の
度
『
に
お
い
一一
○
番
』
を
出
版
し
ま
し
た
。 

　
に
お
い
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
の
み
な
ら
ず
、に
お
い
に

関
心
の
あ
る
一
般
の
方
に
と
っ
て
も
、に
お
い
や
嗅
覚
の
特
性
、規
制
、測
定

法
、脱
臭
法
、環
境
影
響
な
ど
、に
お
い
へ
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
に
役
立

つ
情
報
を
選
び
、Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

　
社
員
教
育
の
資
料
、客
先
へ
の
話
題
提
供
や
技
術
説
明
の
た
め
補
助
資

料（
販
売
ツ
ー
ル
）な
ど
と
し
て
、本
書
を
ご
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
下
記
協
会
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。 

1. 人とにおいと環境 …………………………… Q1～Q5 
2. 悪臭防止と行政 ……………………………… Q6～Q9 
3. においの測定と評価 ……………………… Q10～Q12 
4. においを解析する ………………………… Q13～Q23 
5. においの発生源とその成分 ……………… Q24～Q36 
6. においの発生源での対策 ………………… Q37～Q40 
7. 身の回りのにおいとその対策 …………… Q41～Q56 
8. 臭気と脱臭対策 …………………………… Q57～Q60 
9. 具体的な脱臭対策 ………………………… Q61～Q91

におい110番 目 次 ―においの悩み、解決します― 

臭気のプロ必見！！ 

――においの悩み、解決します―― 

社団法人 におい・かおり環境協会
〒101‐0031 東京都千代田区東神田2-6-2 タカラビル4Ｆ
TEL.03-5835-0315  FAX.03-5835-0316  http://www.orea.or.jp/



シックハウス対策アドバイザー シックハウス対策アドバイザー 資格取得講座の御案内 

お問合せ先 E-mail　consult@seikatsukankyo.or.jp 
 FAX　0426-79-3560 　生活環境協会宛 

NPO法人生活環境協会　代表理事　伊藤彰彦 
東京都八王子市松木27-2-304　TEL 0426-70-8648　FAX 0426-79-3560

第3回目講座受付中 【資格取得講座開催日程】 
●9月28日（火）  
 10：30開始  18：45終了 
 講　　師 ・医学分野 三好基晴（医学博士  ホスメッククリニック院長） 
  ・生物分野 吉川　翠（農学博士  都市居住環境研究所） 
  ・科学分野 柳沢幸雄（工学博士  東京大学大学院教授・室内環境学会会長） 

● 9月29日（水） 
 9：30開始  16：15終了 
 講　　師 ・建築分野1 伊藤彰彦（一級建築士  NPO法人生活環境協会代表理事・ 
   　　　　　室内環境学会運営委員） 
  ・建築分野2 神崎　哲 
  　 （法律） （弁護士  欠陥住宅京都ネット事務局長・テミス総合法律事務所） 

 会　　場 東京都渋谷区神宮前　東京ウィメンズプラザ 
 
【資格取得講座の概要】  
 １. 医学分野講座  
　　シックハウス症候群、化学物質過敏症、アトピー性皮膚炎、喘息、花粉症、アレルギー 
　　等の基礎的な知識とメカニズム、有害化学物質との関係 

 ２. 科学分野講座 　　 
　　・科学の基礎知識 
　　・室内環境で問題となっている化学物質（ホルムアルデヒド、VOC、有機リン系物質） 
　　・化学物質の性質とその分析、構造 

 3. 生物分野講座  
　　・ダニ、カビ等の害虫や微生物と建築物との関係  
 4. 建築分野講座  
　　・室内空気環境を主眼とした基礎的建築知識 
　　・建築基準法改正解説 
　　・法律   
○ この講座はシックハウス症候群を4つの分野に分け、正しい知識を分かりやすく 
　 身に付けていただけるようプログラムしました。特に建築分野ではシックハウスの 
 　患者を作らない家造りのポイントや、すでにシックハウスになってしまった患者の 
　 リフォーム、新築の対応をどのようにするかなど実践的な解説を行います。 

【受講料】 
 2日間全講座　36,000円   
【募集人員】　　　 
 第3回目講座定員100名　定員になり次第締め切ります。 
 

　申し込み方法 

 詳細はホームページで御覧下さい。http//www.seikatsukankyo.or.jp
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サ
ス
テ
ナ
ブ
ル 

経
済
の
戦
略 

中 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル 

経
済
の
戦
略 

今
回
は
、
イ
ー
ス
ク
エ
ア
（
０
３
・
５
７
７
７
・
６
７

３
０
）
社
長
の
ピ
ー
タ
ー
・
ピ
ー
ダ
ー
セ
ン
氏
に
よ
る

「
環
境
成
長
経
済
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
我
々
は
成

長
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
よ

う
な
固
定
観
念
が
あ
り
、
経
営

者
は
好
ま
な
い
。
そ
れ
を
克
服

す
る
た
め
、
環
境
で
成
長
し
て

い
く
経
済
、
環
境
的
に
優
れ
た

企
業
、
国
家
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ

ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う

意
味
合
い
を
示
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
私
自
身
、
長

年
環
境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

し
て
き
て
悟
っ
た
こ
と
だ
が
、

経
済
活
動
を
営
ん
で
い
る
企
業

に
と
っ
て
、
持
続
可
能
性
、
環

境
経
済
は
目
標
に
な
り
得
な

い
。
そ
れ
は
何
も
し
な
い
で
く

れ
と
言
う
の
と
同
じ
こ
と
。
サ

ス
テ
ビ
リ
テ
ィ
ー
は
日
本
の
経

営
者
の
心
を
捕
ら
え
て
い
な

い
、
否
応
な
く
や
っ
て
い
る
と

い
う
感
じ
だ
。
企
業
は
次
の
発

展
の
目
標
を
示
し
て
行
か
な
け

れ
ば
組
織
は
動
か
な
い
。
そ
こ

で
目
標
に
な
り
得
る
も
の
を
設

定
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ

の
言
葉
を
選
ん
だ
。

２
０
２
０
年
が

近
代
文
明
の
岐
路

二
十
一
世
紀
の
ベ
ー
ス
ト
レ

創
造
的
成
長
実
現
を

「
環
境
成
長
経
済
」
と
は
、

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
訳
で
、
生

態
系
の
原
則
を
尊
重
し
つ
つ
機

能
す
る
市
場
経
済
を
意
味
す

る
。
こ
れ
ま
で
の
破
滅
的
な
経

済
成
長
と
別
れ
を
告
げ
、
新
た

な
発
展
可
能
性
へ
の
道
を
開
く

「
創
造
的
成
長
の
実
現
」
を
目

指
し
て
い
る
が
、
こ
の
日
本
語

訳
を
選
ん
だ
理
由
は
二
つ
あ

る
。一

つ
は
言
葉
自
体
の
意
外
性

だ
。
い
ま
ま
で
の
「
環
境
経
済
」

だ
と
、
多
く
の
人
達
は
発
展
性

の
な
い
、
右
肩
下
が
り
の
経
済

環
境
成

長
経
済

ピ
ー
タ
ー
・
ピ
ー
ダ
ー
セ
ン
・
イ
ー
ス
ク
エ
ア
社
長

ン
ド
で
あ
る
地
球
人
口
の
増
加

と
消
費
主
義
の
普
及
（
物
質
消

費
の
増
大
）
を
考
え
る
と
、
経

済
社
会
全
体
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
、
持

続
可
能
な
社
会
は
絶
対
に
あ
り

得
な
い
と
断
言
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

こ
う
し
た
認
識
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
、
社
会
の
各
主
体
は
目

先
主
義
に
走
り
、
水
掛
け
論
か

ら
脱
却
で
き
な
い
。
重
要
な
こ

と
は
、
そ
う
し
た
現
実
を
直
視

す
る
こ
と
で
あ
り
、
環
境
成
長

経
済
を
早
急
に
実
現
し
な
け
れ

ば
、
今
後
数
十
年
の
間
に
、
大

変
な
局
面
に
突
入
す
る
に
違
い

な
い
。

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、

世
界
に
は
ど
う
い
う
見
解
が
あ

る
の
か
。
昨
秋
、
世
界
の
著
名

な
環
境
学
者
、
経
済
学
者
、
社

会
学
者
、
未
来
学
者
及
び
事
業

家
ら
八
八
名
に
調
査
し
、
約
五

〇
名
か
ら
回
答
を
得
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
近
代
社
会

が
抱
え
る
最
大
の
問
題
点
に

は
、
生
態
系
借
金
や
地
球
温
暖

化
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
、「
支
配
」
が
社
会
の

組
織
化
モ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
自
然
・
未
来
教
育
の
欠

落
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
近
代
文
明
の
崩

壊
が
あ
る
と
す
れ
ば
い
つ
な
の

か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、

大
方
、
二
〇
二
〇
年
が
近
代
文

明
の
岐
路
で
、
二
〇
五
〇
年
ま

で
に
文
明
の
抜
本
的
な
転
換
を

成
し
遂
げ
、
生
態
系
借
金
の
状

態
を
抜
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
見
解
が
最
も
多
か

っ
た
。
多
く
の
方
々
の
指
摘
が

あ
っ
た
が
、
西
暦
一
六
〇
〇
年

か
ら
二
四
〇
〇
年
ま
で
の
八
〇

〇
年
で
、
そ
の
真
中
に
我
々
は

お
り
、
新
た
な
発
展
モ
デ
ル
を

見
出
し
て
い
く
べ
き
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
歴

史
観
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
。日

本
は
国
家
総
合

戦
略
の
確
立
を

そ
れ
で
は
、
環
境
成
長
経
済

の
実
現
に
向
け
必
要
な
具
体
的

行
動
は
何
か
。
主
な
回
答
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
仕
組
み
の
構
築
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ

（
真
の
進
歩
指
標
）
の
導
入
、

体
系
的
資
源
会
計
の
確
立
、
社

会
・
環
境
コ
ス
ト
を
反
映
す
る

仕
組
み
の
導
入
、
サ
ー
ビ
ス
経

済
等
へ
の
移
行
促
進
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
環
境
経
営
の
目

的
・
目
標
・
責
任
の
明
確
化
な

ど
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
回
答
を
見
て
、
目

新
し
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
感
じ
た
。
つ
ま
り
、
や
る
べ

き
こ
と
は
既
に
出
尽
く
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
し

て
実
現
す
る
か
が
最
大
の
課
題

だ
。環

境
成
長
経
済
の
大
目
標

は
、
よ
り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
資
源
で
よ
り
多
く
の
価
値
創

造
と
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る

と
い
う
「
持
続
可
能
な
価
値
創

造
」
や
「
地
球
規
模
の
豊
か
さ

の
実
現
」
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ

ら
か
ら
「
平
和
と
寛
容
さ
」、

「
健
全
な
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の

実
現
」、「
文
化
の
尊
重
・
多
様

性
の
歓
迎
」、「
企
業
・
社
会
・

生
態
系
・
将
来
世
代
の
四
つ
の

発
展
可
能
性
の
同
時
達
成
」
が

派
生
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
う

し
た
大
目
標
に
向
か
っ
て
、
行

政
、
企
業
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
О
、

国
際
機
関
と
い
っ
た
社
会
経
済

の
各
主
体
が
主
体
的
に
コ
ミ
ッ

ト
し
、
様
々
な
形
の
対
話
を
通

じ
て
協
働
し
て
行
く
し
か
な
い

だ
ろ
う
と
思
う
。

日
本
の
一
番
の
問
題
点
は
、

環
境
成
長
経
済
の
総
合
戦
略
が

な
い
こ
と
だ
。
省
庁
が
ば
ら
ば

ら
に
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
国
家
総
合
戦
略
の
確
立
が

急
務
で
あ
り
、
省
庁
横
断
型
の

内
閣
府
直
轄
の
組
織
を
作
る
必

要
が
あ
る
。
国
の
戦
略
的
な
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
見
え
れ
ば
、

日
本
企
業
が
世
界
を
リ
ー
ド
で

き
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

企
業
は
ど
う
取
り
組
む
べ
き

か
。
結
局
は
、
大
目
標
に
向
か

っ
て
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て

い
く
、
そ
れ
が
必
ず
や
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ

と
い
う
価
値
観
の
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

持
続
可
能
な
価
値
創
造
へ

新
刊
紹
介

新
刊
紹
介 

新
刊
紹
介 

ア
メ
リ
カ
の
環
境
主
義

Ｒ
・
Ｆ
・
ナ
ッ
シ
ュ
編
著

時
代
を
先
導
す
る
重
要
な
環

境
主
義
思
想
の
多
く
は
ア
メ
リ

カ
で
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
人
類
が

直
面
す
る
地
球
温
暖
化
を
始
め

と
す
る
地
球
環
境
問
題
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
現
在
の
ア
メ
リ

カ
は
自
国
の
利
益
を
優
先
す
る

単
独
行
動
主
義
と
経
済
優
先
・

技
術
信
仰
の
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
重
要
な

環
境
運
動
や
思
想
は
多
様
で
、

そ
の
底
流
に
は
綿
々
と
続
く
ア

メ
リ
カ
環
境
主
義
思
想
の
系
譜

が
あ
る
。

本
書
は
、
初
期
の
自
然
保
護

思
想
、
そ
の
後
の
生
態
学
の
考

え
、
更
に
現
在
の
持
続
可
能
な

発
展
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
至
る
ま

で
、
代
表
的
な
思
想
家
に
よ
る

重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
網
羅
さ

れ
、
環
境
主
義
思
想
の
潮
流
が

一
望
で
き
る
、
優
れ
た
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
内
容
は
、
①

保
全
の
衝
動
（
起
源
〜
一
八
七

八
年
）
②
革
新
主
義
的
保
全
運

動
（
一
九
〇
一
〜
一
〇
）
③
資

源
と
環
境
の
質
の
保
全
（
一
九

二
一
〜
六
五
年
）
④
生
態
学
の

福
音
（
一
九
六
二
〜
七
二
年
）

⑤
新
た
な
環
境
主
義
（
一
九
七

三
〜
九
〇
年
）
―
―
の
五
部
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

定
価
三
八
〇
〇
円
（
税
抜

き
）。
同
友
館
刊
。

来
月
下
旬
閣
議
決
定
へ

環
境
省

環
境
教
育
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
概
要
案
ま
と
め

全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
は
先
月
三
十

日
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
学

習
・
研
修
の
場
と
し
て
、
東
京

都
港
区
の
プ
ラ
イ
ム
神
谷
町
ビ

ル
内
に
「
ス
ト
ッ
プ
お
ん
だ
ん

館
」
を
開
設
し
た
。
同
施
設
は
、

①
身
体
を
動
か
し
て
地
球
温
暖

化
を
学
べ
る
展
示
②
最
新
の
情

報
③
新
し
い
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
展
示
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
―
の
三
コ
ー

ナ
ー
か
ら
な
る
。

学
生
や
一
般
の
訪

問
学
習
を
受
け
入

れ
る
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
に
活
動
の

場
を
提
供
す
る
。

開
設
に
先
立
ち

行
な
わ
れ
た
開
館

式
で
は
、
大
木
浩
代
表
が
「
日

本
の
温
暖
化
防
止
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用
と
大
き
な
関
連
が
あ

る
。
脱
石
油
で
原
子
力
を
使
う

な
ど
し
て
、
京
都
議
定
書
の
削

減
約
束
を
し
っ
か
り
と
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ

た
。ま

た
、
来
賓

の
小
池
百
合
子

環
境
相
は
「
私

は『
二
八
度
Ｃ
、

軽
装
に
て
失
礼
し
ま
す
』
と
い

う
バ
ッ
ヂ
を
付
け
て
国
会
に
出

席
し
て
い
る
が
、
軽
装
は
地
球

温
暖
化
と
戦
っ
て
い
る
証
拠
。

今
後
、
お
ん
だ
ん
館
と
連
携
を

取
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

■
…
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
環
境
研

究
助
成
財
団
は
設
立
一
〇
周
年

記
念
と
し
て
、
来
月
三
日
、
水

素
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
問

題
を
考
え
る
講
演
会
を
、
東
京

都
港
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
メ
リ
デ
ィ
ア
ン
で
開

く
。石

井
吉
徳
東
大
名
誉
教
授
が

「
世
界
の
中
の
日
本：

エ
ネ
ル

ギ
ー
の
視
点
か
ら
〜
安
く
豊
か

な
石
油
時
代
が
終
わ
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
石
油
資
源
の
減

少
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

水
素
と
環
境
な
ど
に
つ
い
て
講

演
。
同
財
団
事
務
局
ま
で
官
製

は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
・
５

５
３
１
・
５
５
９
９
）
で
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
し
応
募
す
る
。

■
…
日
本
環
境
測
定
分
析
協
会

と
同
協
会
関
東
支
部
は
十
一
月

九
、
十
日
の
両
日
、「
第
一
二

回
日
環
協
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー
全

国
大
会
」
を
茨
城
県
水
戸
市
で

開
催
す
る
。
今
回
は
、
全
国
大

会
と
関
東
支
部
大
会
の
合
同
開

催
で
、
特
別
講
演
を
始
め
、
技

術
発
表
会
や
分
析
機
器
展
示
な

ど
多
彩
な
内
容
を
予
定
し
て
い

る
。参

加
八
〇
〇
〇
円
。
申
し
込

み
締
め
切
り
は
来
月
末
ま
で
。

詳
細
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ミ
ナ
ー
事
務
局
（
０
２
９
３
・

４
２
・
２
６
９
４
）
ま
で
。

小
糸
製
作
所
と
デ
ン
ソ
ー
は

こ
の
ほ
ど
、
水
銀
不
使
用
の
デ

ィ
ス
チ
ャ
ー
ジ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

を
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
共
同
開
発

し
た
。
先
月
二
十
六
日
発
売
の

「
ポ
ル
テ
」
に
採
用
さ
れ
、
オ

プ
シ
ョ
ン
搭
載
で
販
売
を
開

始
。
月
間
八
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇

台
の
出
荷
を
見
込
む
。
今
後
は

ト
ヨ
タ
自
動
車
に
採
用
車
種
の

拡
大
を
呼
び
か
け
る
の
を
始

め
、
国
内
や
各
国
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
に
採
用
を
働
き
か
け
る

方
針
。

デ
ィ
ス
チ
ャ
ー
ジ
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
プ
は
、
従
来
の
ハ
ロ
ゲ
ン
ヘ

ッ
ド
ラ
ン
プ
に
比
べ
、
約
三
倍

の
明
る
さ
と
約
二
倍
の
寿
命
を

持
つ
一
方
、
そ
の
消
費
電
力
は

約
三
分
の
二
で
済
む
と
い
う
。

た
だ
、
ラ
ン
プ
を
構
成
す
る
点

灯
バ
ル
ブ
に
は
微
量
の
水
銀
が

含
ま
れ
、
重
要
な
機
能
を
果
た

す
こ
と
か
ら
完
全
に
取
り
除
く

こ
と
は
技
術
的
に
困
難
と
さ
れ

て
い
た
。
昨
年
七
月
以
降
、
販

売
さ
れ
る
車
両
に
鉛
、
水
銀
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
六
価
ク
ロ
ム
の

使
用
禁
止
を
求
め
た
欧
州
Ｅ
Ｌ

Ｖ
指
令
で
も
、
除
外
対
象
と
な

っ
て
い
る
。

開
発
に
当
た
っ
て
は
、
点
灯

バ
ル
ブ
に
亜
鉛
化
合
物
を
用
い

た
代
替
物
質
を
封
入
す
る
と
と

も
に
、
形
状
を
見
直
し
た
。
ま

た
起
動
・
制
御
を
行
う
バ
ラ
ス

ト
部
分
で
、
初
期
電
力
や
定
常

電
流
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

環
境
に
関
す
る
日
本
の
多
様
な
情

報
を
世
界
へ
発
信
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
・
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
」（
Ｊ
Ｆ
Ｓ
、
神
奈
川

県
川
崎
市
、
０
４
４
・
９
３
３
・
７

６
３
９
）
が
今
月
で
設
立
二
周
年
を

迎
え
た
。

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
が

開
か
れ
た
二
〇
〇
二
年
八
月
に
設
立

後
、
現
在
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://www.japanfs.org

）
に
掲
載

さ
れ
る
日
本
の
最
新
情
報
が
月
三
〇

件
以
上
、
英
文
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の

配
信
先
は
世
界
一
六
〇
カ
国
の
専
門

家
約
五
〇
〇
〇
名
、
サ
イ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
数
は
月
二
万
件
以
上
に
上

る
。
法
人
会
員
数
も
今
月
中
に
は
五

〇
社
に
達
す
る
見
通
し
だ
。

「
Ｊ
Ｆ
Ｓ
の
使
命
は
社
会
変
動
を

起
こ
す
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
双
方

向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

不
可
欠
」

こ
う
強
調
す
る
の
は
、
環
境
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
枝
廣
淳
子
氏
と
と
も

に
共
同
代
表
を
務
め
る
多
田
博
之
氏

（
ソ
ニ
ー
イ
ー
エ
ム
シ
ー
エ
ス
経
営

品
質
部
統
括
部
長
）。

今
後
の
活
動
重
点
に
つ
い
て
は
、

環
境
問
題
の
中
で
も
、人
口
や
食
料
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
優
先
す
べ
き
項
目

を
分
か
り
や
す
く
提
示
し
、
知
り
た

い
情
報
を
す
ぐ
に
検
索
で
き
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
目
指
す
ほ
か
、「
環

境
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
情
報

を
横
断
的
に
集
め
、
持
続
可
能
な
社

会
の
指
標
と
二
〇
二
〇
〜
二
〇
五
〇

年
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
来
年
夏
に
も
策
定

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ

ア
（
東
京
都
大
田
区
、
０
３
・

３
７
３
０
・
３
１
０
９
）
は
二

日
か
ら
、
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
と
法
令
順
守
に
関

す
る
社
員
向
け
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し

た
。
一
コ
ー
ス
当
た
り
の
価
格

は
八
四
〇
〇
円
（
税
込
み
）。

今
年
度
は
五
〇
社
五
〇
〇
〇
名

の
受
講
を
目
指
す
。

新
コ
ー
ス
は
、
同
社
が
イ
ー

ス
ク
エ
ア
（
東
京
都
港
区
、
０

３
・
５
７
７
７
・
６
７
３
０
）

と
共
同
開
発
し
た
も
の
で
、
音

声
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
動
画
を
活

用
し
た
学
習
画
面
を
用
い
て
い

る
ほ
か
、
身
近
に
あ
る
場
面
を

設
定
す
る
な
ど
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

や
法
令
順
守
に
関
す
る
基
礎
知

識
を
容
易
に
習
得
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
駿
河
大
学
大

学
院
の
水
尾
順
一
教
授
が
執
筆

協
力
し
た
。

ま
た
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ

て
独
自
の
内
容
を
組
み
込
め
る

追
加
サ
ー
ビ
ス
も
用
意
し
て
お

り
、
各
企
業
の
取
り
組
み
方
針

に
合
わ
せ
た
活
用
が
可
能
だ
と

い
う
。
更
に
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
や
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
な
ど
顧
客
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
に
応
じ
て
対
応

で
き
る
と
し
て
い
る
。

環
境
負
荷
の
低
減
に
配
慮
し

た
優
れ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

表
彰
す
る
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

大
賞
」
が
、
今
年
度
か
ら
初
め

て
実
施
さ
れ
る
。
表
彰
を
通
じ

て
、
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
を
供
給

す
る
企
業
の
取
り
組
み
を
後
押

し
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
開

発
・
普
及
を
促
進
す
る
の
が
狙

い
。
来
月
十
日
ま
で
対
象
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
募
集
す
る
。

同
大
賞
は
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク

ツ
大
賞
推
進
協
議
会
」（
近
藤

次
郎
会
長
）
が
主
催
し
、
環
境

省
を
始
め
、
財
務
、
厚
生
労
働
、

農
林
水
産
、
経
済
産
業
、
国
土

交
通
の
各
省
な
ど
が
後
援
す
る

も
の
。
協
議
会
は
、
地
球
・
人

は
利
用
可
能
な
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
で
、「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」

部
門
と
「
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
」
部

門
の
両
部
門
で
募
集
す
る
。
優

秀
な
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

後
援
の
各
大
臣
賞
を
始
め
、
協

議
会
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
が
授

与
さ
れ
る
。

応
募
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
、

協
議
会
の
下
に
設
置
し
た
審
査

委
員
会
が
、
①
環
境
負
荷
の
低

減
が
明
ら
か
②
事
業
者
や
投
資

家
、
消
費
者
な
ど
か
ら
一
定
の

評
価
が
得
ら
れ
て
い
る
③
国
内

市
場
で
容
易
に
供
給
や
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
④

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
へ
向

け
社
会
意
識
の
向
上
に
資
す
る

―
―
な
ど
の
考
え
方
に
基
づ
い

て
選
定
す
る
。

審
査
委
員
に
は
、
東
京
大
学

生
産
技
術
研
究
所
の
山
本
良
一

教
授
、
慶
応
大
学
大
学
院
の
石

谷
久
教
授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
環

境
文
明
21
の
加
藤
三
郎
代
表
理

事
、
日
本
経
団
連
の
永
松
惠
一

常
務
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

結
果
は
十
一
月
下
旬
に
発
表

し
、
表
彰
式
を
十
二
月
九
日
に

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
（
エ
コ
プ

ロ
ダ
ク
ツ
２
０
０
４
）
で
実
施

す
る
予
定
。

募
集
要
項
の
請
求
や
問
い
合

わ
せ
は
同
協
議
会
事
務
局
（
０

３
・
３
５
９
２
・
９
７
３
５
、 http://www.gef.or.jp/eco

products/

）
ま
で
。

間
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
産
業
環

境
管
理
協
会
、
交
通
エ
コ
ロ
ジ

ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
、
日
本

有
機
資
源
協
会
の
四
団
体
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

対
象
は
、
主
に
国
内
で
開

発
・
製
品
化
さ
れ
、
国
内
市
場

で
事
業
者
や
消
費
者
、
一
般
市

民
な
ど
が
容
易
に
入
手
も
し
く

環
境
省
は
先
月
二
十
九
日
、「
環
境
保
全
の
た
め
の
意
欲

増
進
及
び
環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
作
成
に

向
け
た
懇
談
会
」
の
第
四
回
会
合
を
開
催
し
、
基
本
方
針
の

概
要
案
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
は
、
地
域
社
会
と
連
携
し
て
、
教
職
員
な
ど
指
導
者
の

資
質
向
上
と
外
部
人
材
の
活
用
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
、
情

報
提
供
体
制
の
充
実
、
各
主
体
の
連
携
促
進
な
ど
を
行
な
う

と
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
自
発
的
に
参
画

す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
、
基
本
方
針
は

九
月
下
旬
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
予
定
。

環
境
教
育
を
進
め
る
手
法
に

つ
い
て
は
、
①
関
心
の
喚
起
②

理
解
の
深
化
③
参
加
す
る
態

度
・
問
題
解
決
能
力
の
育
成
―

―
を
通
じ
て
、
具
体
的
な
行
動

を
促
す
。
ま
た
自
然
体
験
活
動

の
継
続
的
な
実
践
を
環
境
教
育

の
中
心
に
位
置
付
け
、
体
系
的

な
教
育
を
進
め
る
た
め
の
効
果

的
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

具
体
的
に
は
、
民
間
の
人
材

育
成
認
定
事
業
の
登
録
制
度
を

十
月
一
日
か
ら
開
始
す
る
。
同

事
業
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る

知
識
や
指
導
力
を
持
つ
人
材
を

育
成
・
認
定
す
る
事
業
を
国
に

登
録
す
る
も
の
。
例
え
ば
、
自

然
観
察
指
導
員
や
省
エ
ネ
ド
ク

タ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
事

業
内
容
や
人
材
の
技
術
レ
ベ
ル

に
つ
い
て
は
、
現
場
に
分
か
り

や
す
く
提
示
す
る
ほ
か
、
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
情

報
を
収
集
・
分
析
し
体
系
的
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
。

ま
た
、
環
境
教
育
の
内
容
や

実
施
方
法
を
体
系
化
し
、
効
果

的
な
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

す
る
た
め
、
モ
デ
ル
事
例
の
研

究
や
教
材
開
発
な
ど
の
調
査
研

究
を
行
な
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
沈
黙
の
春
、
地
球
憲
章
な

ど
国
内
外
の
重
要
文
書
を
取
り

上
げ
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
有
効
に
活
用
で
き
る

教
員
や
指
導
者
を
育
成
す
る
。

職
場
に
お
い
て
は
、
事
業
者

に
対
し
、
従
業
員
向
け
の
環
境

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。
環

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
情
報

提
供
を
行
な
う
ほ
か
、
事
業
者

を
表
彰
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

な
う
。
そ
の
ほ
か
、
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
事
業
や
河
川
整
備
基

金
助
成
事
業
な
ど
、
地
域
住
民

も
対
象
と
し
た
環
境
教
育
の
場

と
し
て
学
校
を
活
用
す
る
。
学

校
で
は
、
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
整

備
や
太
陽
光
発
電
・
燃
料
電
池

機
器
の
導
入
を
進
め
る
。

各主体が
コミットを

設立２周年を迎え活動加速JFS

効
果
的
仕
組
み
構
築
へ

人材育成
認定事業

教
材
開
発

な
　
　
ど

12
月
に
表
彰

来
月
10
日
ま
で
対
象

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
募
集

富士通ラーニングメディア

企業向けＣＳＲ
教育講座を開始

50社目指す今年度
受　講

水
銀
不
使
用
の
自
動
車

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
開
発

小
糸
製
作

デ
ン
ソ
ー

多田共同代表

ス
ト
ッ
プ
お
ん

だ
ん
館
を
開
設

温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー

10
月
か
ら
登
録
制
度
開
始

登
録
制
度
開
始 

10
月
か
ら
登
録
制
度
開
始

登
録
制
度
開
始 

10
月
か
ら
登
録
制
度
開
始 

来
夏
来
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指
標
指
標
と
ビ
ジ
ョ
ン
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展
示
物
に
見
入
る
小
池
環
境
相
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サ
ス
テ
ナ
ブ
ル 

経
済
の
戦
略 

下 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル 

経
済
の
戦
略 

今
回
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
で
前
三
重
県
知
事

の
北
川
正
恭
氏
に
よ
る
「
理
論
か
ら
実
践
へ
〜
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
を
起
こ
そ
う
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

り
、
や
は
り
そ
う
い
う
時
期
が

来
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
あ
れ

も
こ
れ
も
で
き
な
い
時
代
に
突

入
し
た
。志
の
高
い
政
治
家
は
、

や
は
り
選
挙
の
後
に
嘘
を
言
う

の
は
辛
い
か
ら
、
選
挙
前
に
苦

い
薬
の
入
っ
た
選
択
を
迫
り
、

そ
れ
で
当
選
で
き
れ
ば
堂
々
と

意
思
を
通
せ
る
。
そ
こ
で
、
去

年
の
一
月
二
十
六
日
に
四
日
市

市
で
六
人
の
知
事
候
補
に
提
唱

し
、
皆
さ
ん
圧
勝
さ
れ
た
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
大
き
な
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
り
、
流
行
語

大
賞
に
ま
で
な
っ
た
の
は
、
地

方
か
ら
変
え
る
こ
と
に
気
が
付

い
た
か
ら
だ
と
思
う
。
地
域
も

素
晴
ら
し
い
情
報
発
信
を
す
れ

ば
、
そ
の
総
和
で
国
政
が
変
わ

る
こ
と
が
計
算
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
後
一
年
以
内
に

総
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
の
で
、
政
権
党
も
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
や
ら
ね
ば
勝
て

な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
追
い

込
ん
だ
ら
、
一
晩
に
し
て
変
わ

っ
た
。
そ
し
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
配
布
は
公
職
選
挙
法
違
反

だ
と
総
務
省
の
官
僚
が
言
っ
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
法
律
が

地
方
か
ら
国

政
を
変
え
る

選
挙
の
公
約
は
い
ま
ま
で
、

選
挙
ま
で
の
約
束
、
選
挙
の
た

め
の
約
束
だ
っ
た
。
民
主
主
義

の
権
化
者
で
あ
る
内
閣
総
理
大

臣
が
、
公
約
を
破
っ
て
も
大
し

た
こ
と
な
い
と
言
っ
た
時
、
日

本
の
マ
ス
コ
ミ
、
学
者
、
国
民

は
怒
っ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
ん

な
も
ん
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
程

度
の
民
主
主
義
だ
っ
た
と
気
付

い
た
時
に
、
そ
れ
じ
ゃ
選
挙
と

か
公
約
を
変
え
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
私
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

提
唱
し
た
。

財
政
難
と
い
う
理
由
も
あ

理
論
か
ら
実
践
へ

北
川
正
恭

き
た
が
わ
ま
さ
や
す
早
稲
田
大
大
学
院
教
授

一
部
改
正
さ
れ
、
配
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
を
経
験
し
た
。
す
な
わ
ち
、

知
事
選
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ

ー
が
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
価

値
を
生
み
出
し
て
行
っ
た
。
私

は
来
年
の
市
町
村
合
併
に
伴
い

行
わ
れ
る
選
挙
に
全
力
投
球

し
、
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
理
念
に
よ
る
選
挙
に
ぜ
ひ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
な
ぜ
い
い

か
と
言
う
と
、
岩
手
県
の
増
田

知
事
は
公
共
事
業
を
二
年
で
三

〇
％
、
額
に
し
て
二
〇
〇
億
円

カ
ッ
ト
し
、
そ
れ
を
緊
急
雇
用

対
策
に
充
て
る
こ
と
を
公
約
に

掲
げ
圧
勝
し
た
が
、
当
選
後
す

ぐ
、
県
の
土
木
部
長
が
公
共
事

業
費
の
削
減
方
法
を
示
し
、
ど

れ
で
も
で
き
る
の
で
選
ん
で
下

さ
い
と
知
事
に
言
っ
て
き
た
と

聞
い
た
。
県
民
へ
の
公
約
と
し

て
逃
げ
去
れ
な
い
状
況
に
な
っ

た
ら
、
官
僚
の
善
良
な
意
思
が

パ
ッ
と
花
開
い
た
。
も
し
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
が
な
け
れ
ば
先
送
り

さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
ム
ー
ド

呼
び
そ
う
な
状
況

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
何
も
首
長

や
政
党
の
党
首
だ
け
が
書
く
の

で
は
な
く
、
我
々
国
民
が
環
境

成
長
経
済
な
ど
に
つ
い
て
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
作
り
上
げ
、
政
党

に
突
き
付
け
た
り
、
あ
る
い
は

首
長
に
提
案
し
、
そ
れ
に
一
番

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
政
党
、
候
補

者
を
応
援
す
る
運
動
も
し
て
い

く
べ
き
時
が
来
て
い
る
気
が
し

て
い
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
ム
ー
ド
を

呼
び
そ
う
な
状
況
に
も
ほ
ぼ
な

っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。
皆
さ

ん
で
大
儀
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り

上
げ
、
誰
も
反
対
で
き
な
い
よ

う
な
運
動
を
し
な
が
ら
、
体
制

を
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
に
持
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

そ
れ
と
、
私
は
常
々
、
環
境

行
政
は
規
制
行
政
だ
け
で
は
無

理
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
経

済
政
策
で
自
発
的
に
動
け
ば
動

く
ほ
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
グ
リ
ー

ン
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
た
時
、
三

重
県
の
職
員
か
ら
、
環
境
税
を

や
り
た
い
と
い
う
話
が
来
た
。

県
と
い
う
単
位
は
総
合
行
政
が

可
能
に
な
る
。
そ
こ
で
、
あ
の

産
業
廃
棄
物
税
が
生
ま
れ
て
き

た
。納

税
者
と
産
業
界
の
皆
さ
ん

と
ま
と
も
に
ぶ
つ
か
り
合
い
、

一
年
半
ほ
ど
徹
底
し
て
議
論
し

た
。
そ
れ
に
な
ぜ
耐
え
ら
れ
た

か
と
言
え
ば
、
小
手
先
で
は
な

く
、
我
が
県
は
規
制
行
政
か
ら

経
済
政
策
で
断
固
や
る
と
い
う

こ
と
で
、
全
部
の
事
情
を
県
民

や
産
業
界
の
皆
さ
ん
に
オ
ー
プ

ン
に
し
た
。
や
は
り
透
明
性
が

か
ぎ
で
、
そ
し
て
何
度
も
大
激

論
す
る
中
で
、
だ
ん
だ
ん
と
パ

ラ
ダ
イ
ム
が
変
わ
っ
て
き
た
。

我
々
行
政
は
税
を
頂
く
と
い

う
発
想
し
か
な
い
か
ら
、
私
も

そ
こ
で
錯
覚
し
て
い
た
部
分
も

多
々
あ
っ
た
が
、
大
体
一
一
億

円
く
ら
い
に
な
る
と
思
っ
て
い

た
税
収
が
、
税
が
で
き
る
ぞ
と

い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
に
よ

り
、
そ
の
後
四
億
円
に
減
り
、

実
際
に
施
行
し
て
み
た
ら
一
億

三
〇
〇
〇
万
円
に
減
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一

〇
分
の
一
に
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
再
生
可
能
な
資
源

と
か
省
資
源
を
徹
底
し
た
た
め

で
あ
る
が
、
そ
こ
で
彼
ら
は
ハ

ッ
と
気
が
付
い
た
。
こ
ち
ら
の

方
が
ず
っ
と
良
か
っ
た
ね
と
。

絶
対
に
税
を
取
ら
れ
る
と
い
う

い
ま
ま
で
の
思
い
込
み
が
、
コ

ロ
ッ
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
が
「
ガ
バ
メ
ン
ト
」
か
ら

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
へ
、
す
な
わ

ち
統
治
・
強
制
・
規
制
と
い
う

対
立
軸
か
ら
、
自
分
達
が
参
画

し
て
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
、

政
治
家
に
頼
る
の
で
は
な
く
政

治
家
を
動
か
す
ん
だ
と
い
う
発

想
に
変
わ
る
こ
と
だ
。
こ
う
な

る
こ
と
が
、
日
本
が
抜
本
的
に

変
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。

そ
の
切
り
口
と
し
て
「
環
境
」

は
非
常
に
い
い
と
思
う
し
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
構
築
で

き
る
可
能
性
が
出
て
く
る
と
思

う
。

環
境
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
て
こ
に

新
刊
紹
介

新
刊
紹
介 
新
刊
紹
介 

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
ヘ
ッ
プ
で
い
き
る

日
本
生
態
系
協
会
監
修

動
植
物
の
生
息
環
境
で
あ
る

ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
評
価
手
続
き

（
Ｈ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
お
い
て
、
野
生
生
物

に
と
っ
て
の
土
地
の
価
値
を
、

天
候
な
ど
に
よ
っ
て
変
動
す
る

こ
と
の
あ
る
「
実
際
の
生
息
状

況
」
で
は
な
く
、「
潜
在
的
な

生
息
可
能
性
」
に
よ
っ
て
定
量

評
価
す
る
も
の
。
事
業
開
発
の

影
響
や
保
全
措
置
の
効
果
を
一

目
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
。
現
在
で
は
、
米
国
を

中
心
に
採
用
さ
れ
、
国
内
で
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
こ
の
ヘ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
米
内
務
省
地
質
研
究
所

の
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
フ
ァ
ー
マ

ー
氏
を
始
め
、
国
内
外
の
専
門

家
が
執
筆
を
担
当
。
そ
の
基
礎

事
項
か
ら
応
用
例
ま
で
、
豊
富

な
事
例
を
用
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
す
る
。

二
九
四
〇
円
（
税
込
）。
ぎ

ょ
う
せ
い
刊
。

持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
報
告
書

出
物
削
減
を
完
了
さ
せ
る
た
め

に
、
最
終
的
に
、
世
界
中
の
先

進
国
で
現
在
採
用
さ
れ
て
い
る

排
出
物
削
減
の
技
術
と
燃
料
の

利
用
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

生
か
し
た
い
と
し
て
い
る
。

ナ
ノ
粒
子
計
測
器
を
開
発

交
通
安
全
環
境
研
究
所

自

動
車
排
ガ
ス
中
の
ナ
ノ
粒
子
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
計
測
で
き
る

新
方
式
の
非
定
常
ナ
ノ
粒
子
数

濃
度
計
測
器
を
開
発
し
た
。
従

来
の
微
分
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ア

ナ
ラ
イ
ザ
ー
を
改
良
し
、
排
出

粒
径
が
多
く
現
れ
る
二
つ
の
ピ

ー
ク
を
比
較
的
広
い
粒
径
範
囲

で
捕
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、
計

測
の
安
定
性
を
確
保
し
な
が
ら

非
定
常
計
測
を
実
施
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
試
作
器
を
用
い
て

計
測
し
た
結
果
、
良
好
な
時
間

応
答
性
と
計
測
安
定
性
が
確
保

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
い

う
。
今
後
は
装
置
の
小
型
化
と

簡
易
化
を
進
め
、
国
内
外
に
提

案
し
た
い
考
え
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
構
築
で
サ
イ
ト

環
境
ワ
ー
ク
ス

リ
ス
ク
管

理
に
重
点
を
置
く
欧
米
型
の
環

境
・
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
関
連
情
報
を
企

業
向
け
に
提
供
す
る
会
員
制
サ

イ
ト
「
Ｅ
Ｓ
Ｈ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」

（http://www.esh.co.jp/librar
y/index.htm

）
を
開
設
し
た
。

会
費
は
年
間
五
万
二
五
〇
〇
円

で
、
管
理
記
録
様
式
や
内
部
管

理
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
教
育
訓

練
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
運
用
管
理

手
順
書
、
公
害
・
緊
急
事
態
ク

リ
ッ
プ
ア
ー
ト
集
と
い
っ
た
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
や
Ｏ
Ｈ
Ｓ

Ａ
Ｓ
１
８
０
０
１
な
ど
に
役
立

つ
ノ
ウ
ハ
ウ
情
報
を
ワ
ー
ド
や

エ
ク
セ
ル
な
ど
の
形
式
で
簡
単

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
と
し

て
い
る
。
会
員
登
録
は
サ
イ
ト

上
で
可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
同

社
（
０
３
・
５
６
２
３
・
０
８

８
１
）
ま
で
。

■
…
環
境
省
は
文
部
省
と
連
携

し
、「
環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
研

修
基
礎
講
座
〜
や
っ
て
み
よ
う

環
境
教
育
」
を
実
施
す
る
。
九

月
二
十
七
日
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

を
皮
切
り
に
、
十
月
の
東
北
、

十
一
月
の
中
国
、
十
二
月
の
九

州
、
近
畿
な
ど
全
国
五
カ
所
で

開
催
。
学
校
教
員
や
地
域
の
活

動
実
践
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
対
象

に
、
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の

推
進
の
た
め
の
人
材
育
成
を
行

う
の
が
狙
い
。
各
地
で
五
〇
名

程
度
を
募
集
し
、
基
本
知
識
の

習
得
や
体
験
学
習
な
ど
を
中
心

に
実
施
す
る
予
定
。
日
程
や
内

容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
同

省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
教
育

推
進
室
（
０
３
・
３
５
８
１
・

３
３
５
１
）
ま
で
。

新
オ
フ
ィ
ス
で
活
用
し
た
同

社
の
「
薩
摩
中
霧
島
壁
」
は
、

火
山
灰
「
シ
ラ
ス
」
を
精
製
・

加
工
し
、
左
官
壁
に
応
用
し
た

自
然
素
材
一
〇
〇
％
の
機
能
性

壁
材
で
、
消
臭
性
や
調
湿
性
に

優
れ
、
化
学
物
質
を
吸
着
・
分

解
す
る
な
ど
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の

心
配
が
無
い
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
受
け
付
け
カ
ウ
ン
タ
ー
に

は
四
月
か
ら
販
売
開
始
し
た
自

然
素
材
「
薩
摩
鉄
杉
」
を
活
用
。

社
員
か
ら
は
「
快
適
で
、
仕
事

に
集
中
で
き
る
」
な
ど
と
好
評

を
得
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
新
事
務
所
の
住
所
及

び
連
絡
先
は
以
下
の
通
り
。

ケ
な
ど
の
地
被
類
か
ら
芝
、
植

栽
、
菜
園
な
ど
四
ゾ
ー
ン
に
分

け
、
設
置
方
式
の
検
討
や
建
物

の
耐
久
性
、
省
エ
ネ
、
管
理
上

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
検
証
す

る
予
定
。
雨
水
利
用
の
有
効
性

評
価
な
ど
も
実
施
す
る
。
同
社

は
特
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形

成
の
手
段
や
癒
し
効
果
に
重
点

を
置
い
た
研
究
を
進
め
て
お

り
、
検
証
結
果
を
今
後
の
建
物

改
修
や
受
注
へ
の
提
案
活
動
に

ソ
ニ
ー
は
四
日
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ

ポ
ー
ト
２
０
０
４
を
発
行
し
、

そ
の
中
で
、
〇
三
年
度
の
環
境

効
率
が
〇
〇
年
度
と
比
べ
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
が
一
・
一
四

倍
、資
源
投
入
が
一
・
二
一
倍
、

資
源
排
出
が
一
・
二
四
倍
と
な

っ
た
と
し
て
い
る
。同
社
で
は
、

環
境
中
期
目
標
で
す
べ
て
の
環

境
効
率
を
〇
五
年
度
末
ま
で
に

一
・
五
倍
、
一
〇
年
度
末
ま
で

に
二
倍
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。

同
社
の
〇
三
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
は
、
事
業
活
動

に
よ
る
も
の
が
二
〇
九
万
ｔ
、

製
品
使
用
時
の
電
力
使
用
に
伴

う
も
の
が
一
四
〇
六
万
ｔ
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
よ

る
削
減
量
が
六
九
〇
五
ｔ
で
計

一
六
一
五
万
ｔ
だ
っ
た
。
環
境

効
率
は
、
〇
〇
年
度
に
対
し

一
・
一
四
倍
と
前
年
度
の
一
・

〇
五
倍
か
ら
向
上
し
た
。
事
業

活
動
か
ら
の
排
出
は
、
各
事
業

所
で
の
省
エ
ネ
や
、
液
晶
な
ど

薄
型
テ
レ
ビ
へ
の
移
行
に
伴
う

ブ
ラ
ウ
ン
管
製
造
事
業
所
の
生

産
調
整
に
よ
り
減
少
。
製
品
使

用
に
伴
う
排
出
は
、
負
荷
の
大

部
分
を
占
め
る
テ
レ
ビ
で
全
年

度
に
比
べ
約
八
％
の
排
出
量
を

削
減
し
た
。

ま
た
、
資
源
投
入
量
に
つ
い

て
は
、
材
料
使
用
量
が
一
六
四

万
ｔ
で
、
こ
の
う
ち
再
生
材
使

用
量
が
一
一
万
ｔ
、
植
物
原
料

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
が
一
一

ｔ
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
資
源

投
入
指
標
は
一
五
三
万
ｔ
、
環

境
効
率
は
〇
〇
年
度
に
対
し

一
・
二
一
倍
と
前
年
度
の
一
・

一
八
倍
か
ら
向
上
し
た
。
販
売

が
好
調
だ
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー

ダ
ー
で
資
源
投
入
量
が
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
薄
型
テ
レ
ビ

へ
の
移
行
に
伴
う
製
品
重
量
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
は

前
年
度
に
比
べ
約
二
・
六
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

資
源
排
出
量
に
つ
い
て
は
、

製
品
と
包
装
材
の
総
出
荷
量
が

一
四
一
万
ｔ
で
、
事
業
所
か
ら

の
廃
棄
物
の
う
ち
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
ず
に
最
終
廃
棄
さ
れ
る
も

の
が
二
・
九
万
ｔ
、
顧
客
の
使

用
後
に
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
た
製
品
と
包
装
材
が
一
四
・

三
万
ｔ
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

資
源
排
出
指
標
は
一
三
〇
万

ｔ
、
環
境
効
率
は
〇
〇
年
度
に

対
し
一
・
二
四
倍
と
前
年
度
の

一
・
一
八
倍
か
ら
向
上
し
た
。

持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
世
界
経
済
人
会
議
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
主
催
の
「
持
続
可
能
な

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
六
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
経
団
連
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
、
自
動
車
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
主
要
企
業
一
二
社
か
ら
な
る
「
持
続
可
能
な

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
Ｓ
Ｍ
Ｐ
）
は
、
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
向
け
た
七
つ

の
目
標
と
そ
の
筋
道
を
提
案
し
た
。
具
体
的
に
は
、
輸
送
関
連
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す

る
た
め
、
水
素
と
先
進
バ
イ
オ
ガ
ス
の
開
発
や
新
燃
料
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
べ
き
だ
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
量
排
出
車
両
を
特
定
し
、
そ
れ
ら
を
改
良
あ
る
い
は
運
行
停
止
に
す

る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

同
報
告
書
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ

の
後
援
を
受
け
、
Ｇ
Ｍ
、
シ
ェ

ル
、
ト
ヨ
タ
、
Ｂ
Ｐ
、
ダ
イ
ム

ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
フ
ォ

ー
ド
、
ホ
ン
ダ
、
ハ
イ
ド
ロ
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
、
日
産
、
ル
ノ
ー
、

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
一
二

社
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｍ

Ｐ
の
共
同
議
長
は
、
Ｇ
Ｍ
、
シ

ェ
ル
、
ト
ヨ
タ
が
務
め
、
報
告

書
作
成
に
は
一
二
社
か
ら
二
〇

〇
人
以
上
が
参
加
し
た
。
参
加

企
業
は
四
年
間
に
わ
た
り
、
特

に
道
路
輸
送
に
焦
点
を
当
て
、

自
社
製
品
の
持
続
可
能
性
を
評

価
し
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
将
来
像

を
描
く
た
め
に
協
力
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同
議
長

を
務
め
る
豊
田
章
一
郎
ト
ヨ
タ

名
誉
会
長
は
「
地
球
規
模
の
持

続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
鍵

は
、
そ
れ
を
発
展
途
上
国
で
達

成
す
る
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
世
界
中

の
最
貧
国
と
先
進
国
と
の
間
だ

け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
内

部
に
も
存
在
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

機
会
の
格
差
を
縮
小
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

引
き
続
き
、
Ｓ
Ｍ
Ｐ
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
メ
ン
バ
ー
の

笹
之
内
雅
幸
氏
が
、「
Ｍ
ｏ
ｂ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
２
０
３
０:

持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
す
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
挑
戦
」
と
題
す
る
報
告
書

の
概
要
を
紹
介
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
輸
送
関
連

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
グ

ラ
フ
曲
線
を
下
降
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
輸
送
燃
料
中
の

化
石
起
源
炭
素
の
影
響
を
最
終

的
に
排
除
す
る
た
め
の
技
術
的

な
土
台
づ
く
り
を
し
て
お
く
べ

き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、「
輸
送
関
連
の
従
来

型
排
出
物
を
、
世
界
の
い
か
な

る
場
所
で
も
公
共
の
健
康
へ
の

深
刻
な
懸
念
に
な
ら
な
い
レ
ベ

ル
に
ま
で
削
減
す
る
」
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
二
〇
三

〇
年
ま
で
に
、
地
球
人
口
の
半

数
が
発
展
途
上
国
の
都
市
部
で

生
活
し
、
莫
大
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

需
要
が
新
た
に
発
生
す
る
こ
と

を
予
測
。
発
展
途
上
国
で
の
排

ガバメントから
ガバナンスへ

自
動
車
・
エ

ネ
関
連
12
社

新燃料 インフラ整備も

改
良
か
運
行
停
止
へ

大
量
ガ
ス

排
出
車
両

環
境
効
率
が
向
上

温
暖
化
ガ
ス
は
1.14
倍
に

Ｃ
Ｓ
Ｒ

報
告
書

ソニー

排
出
量
取
引
で
講
座

10
月
か
ら
新
設

ト
ー
マ
ツ

環
境
品
質
研

ト
ー
マ
ツ
環
境
品
質
研
究
所

は
十
月
か
ら
、
同
社
が
運
営
す

る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に

「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
取
引
と
企
業

経
営
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
座

を
新
設
す
る
。
主
な
内
容
は
、

排
出
量
取
引
の
基
本
的
な
背
景

や
、商
取
引
の
枠
組
み
の
解
説
、

会
計
処
理
方
法
な
ど
。
ま
た
、

合
わ
せ
て
、
廃
棄
物
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
会
計
コ

ー
ス
に
つ
い
て
も
今
秋
に
立
ち

上
げ
る
予
定
。
い
ず
れ
も
中
級

者
レ
ベ
ル
で
、具
体
例
を
基
に
、

導
入
・
推
進
・
成
功
の
ポ
イ
ン

ト
を
教
授
す
る
。

一
方
、
七
月
か
ら
開
講
し
て

い
る
環
境
経
営
コ
ー
ス
で
は
、

企
業
の
環
境
部
に
所
属
す
る
講

師
を
募
集
し
、
環
境
部
で
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
講
座
を
今

夏
か
ら
開
始
す
る
。
ま
た
、
同

ス
ク
ー
ル
の
第
一
期
で
使
用
し

た
テ
キ
ス
ト
を
企
業
内
研
修
向

け
に
外
販
す
る
。
環
境
経
営
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
環
境
報
告
書
の
三
コ

ー
ス
で
、
研
修
時
間
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
含
め
一
〇
時
間
程

度
。最
新
デ
ー
タ
へ
の
修
正
や
、

顧
客
企
業
向
け
に
内
容
を
一
部

作
り
直
す
た
め
、価
格
は
未
定
。

講
師
派
遣
の
場
合
は
、
半
日
で

一
〇
万
円
か
ら
。

新
社
長
に
黒
柳

専
務
が
昇
格

イ
ー
エ
ム
エ
ス
ジ
ャ
パ
ン

イ
ー
エ
ム
エ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の

新
社
長
に
こ
の
ほ
ど
、
黒
柳
要

次
専
務
が
就
任
し
た
。
前
社
長

の
寺
田
博
氏
は
顧
問
に
着
任
し

た
。
同
社
は
今
後
、
従
来
の
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
業

務
だ
け
で
な
く
、
品
質
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
労
働
安
全

衛
生
な
ど
の
関
連
業
務
に
も
力

を
入
れ
る
方
針
。

【
略
歴
】
一
九
八
二
年
広
島

大
学
工
学
部
卒
、
同
年
三
井
造

船
入
社
。
海

外
プ
ラ
ン
ト

設
計
、
環
境

装
置
設
計
担

当
な
ど
を
経
て
八
七
年
に
退

社
。
同
年
長
銀
総
合
研
究
所
に

入
社
し
、
各
種
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
実
施
。
九
六
年
同

社
退
社
後
、
同
年
知
識
経
営
研

究
機
構
を
設
立
し
、
副
社
長
に

就
任
。
九
八
年
、
イ
ー
エ
ム
エ

ス
ジ
ャ
パ
ン
と
の
合
併
後
は
常

務
、
専
務
な
ど
を
経
て
二
〇
〇

四
年
に
現
職
。

新
事
務
所
を
エ

コ
オ
フ
ィ
ス
化高

千
穂

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
に
お
引
越
し

―
―
。
高
千
穂
は
こ
の
ほ
ど
、

オ
フ
ィ
ス
の
移
転
に
伴
い
、
壁

材
や
間
仕
切
り
（
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
）
に
同
社
の
環
境
配
慮
型

製
品
を
採
用
す
る
な
ど
、
エ
コ

オ
フ
ィ
ス
化
（
写
真
）
を
図
っ

た
。
安
全
・
安
心
な
職
場
環
境

を
提
供
す
る
の
が
狙
い
。

▽
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら

い
二
ノ
二
ノ
一
、
横
浜
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー
九
階
、
０
４

５
・
２
２
４
・
６
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近 刊 

主な内容

ダイオキシンなどの微量化学物質の人体影響をテーマとして研究している森千里・千葉大学医学部教授は、「未来

世代を担う子供達のために、今できることは何か」を問いつづけている日本で数少ない研究者の一人です。専門で

ある発生学、解剖学の立場から環境問題と予防医学の重要性を訴えているほか、微量化学物質の人体影響を医学の

現場から発信するメッセージには説得力があります。これから環境分野や医学部をめざす方にお薦めします。

ご購入申し込み書（下記にご記入のうえ、ファックスにてご注文ください） 販売課 FAX.03-3351-1939
（〒　　　－　　　　　）

ご住所 都道 市区
府県 町村

会社名
団体名

所属・お名前

お電話番号　　　（ ） －

ご注文部数 未来世代のために 部 購入します

●10冊以上まとめてお買い上げの場合、送料弊社負担となります●商品到着後、代金
（消費税含）+送料を、商品と同送の振込用紙でお支払いください

環境新聞社 〒160-0004 東京都新宿区四谷3-1-3
第一富澤ビル 1 03-3359-5371

◆第１章　道産子医学の道へ［紆余曲折編］

◆第２章　道産子医学の道へ［右往左往編］

◆第３章　未来世代のために［解剖教育編］

◆第４章　未来世代のために［研究編］

◆第５章　七転八倒［新米教授駆け出し編］

◆第６章　七転八倒［災難編］

A5判 約200ページ
定　価　1,000円
（税込み・送料別）

著者 森 千里氏（千葉大学大学院医学研究院教授）
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